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教
学
者
」
デ
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年
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思
想
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キ
ー
ワ
ー
ド
＝
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
、『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』、
社
会
学
年
報
学
派
、
宗
教
学

は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
、
私
は
、
一
九
一
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
晩
年

の
主
著
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
―
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム
体
系
（Les 

form
es élém

entaires de la vie religieuse. Le systèm
e totém

ique en A
ustralie

）』（
以
下

『
基
本
形
態
』
と
略
記
す
る
）
の
新
し
い
邦
訳
を
上
梓
し
た）

（
（

。
こ
れ
に
伴
い
、
一
般
に
は

社
会
学
者
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
宗
教
社
会
学
な
い
し
は
人
類
学
の
書
と
し
て
の
み
扱
わ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
『
基
本
形
態
』
が
、
実
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
宗
教
学
の
書
で
あ
っ
た
事

実
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
、
本
書
の
な
か
で
は
「
宗

教
社
会
学
（sociologie�religieuse

）」
と
い
う
呼
称
を
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、「
宗
教
学

（science�des�religions

）」
の
呼
称
を
多
用
し
て
お
り
、
し
か
も
本
書
の
第
一
の
テ
ー

マ
は「
宗
教
と
は
何
か
」と
い
う
問
い
の
追
求
に
あ
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
用
い
る「
宗

教
学
」
の
語
に
は
、
宗
教
現
象
の
科
学
的
研
究
と
い
う
一
般
的
な
含
意
の
み
な
ら
ず
、
哲

学
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
人
類
学
、
民
俗
学
等
、
複
数
の
関
連
学
問
領
域
が
交
錯
す
る
な

か
で
、
宗
教
に
関
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
多
様
な
思
想
的
営
為
＝
宗
教
学
思
想
が
展
開
す

る
と
い
う
、
独
特
の
構
造
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
が
、『
基
本
形
態
』
を

難
解
に
し
て
い
る
一
因
で
あ
る
が
、
反
面
、
そ
れ
が
本
書
の
魅
力
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と

も
た
し
か
で
あ
る
。

��

他
方
で
、
少
な
く
と
も
日
本
の
社
会
学
界
な
い
し
は
人
類
学
界
で
は
、『
基
本
形

態
』
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た）

（
（

。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、

一
八
九
三
年
か
ら
二
年
ご
と
に
矢
継
ぎ
早
に
公
刊
さ
れ
た
、『
社
会
分
業
論
』、『
社
会
学

的
方
法
の
規
準
』、『
自
殺
論
』
の
三
冊
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
主
著
と
、
十
五
年
後
に
よ
う

や
く
陽
の
目
を
見
た
『
基
本
形
態
』
と
の
落
差
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
落
差
を

一
言
で
表
現
す
れ
ば
、「
社
会
科
学
」
か
ら
「
人
文
科
学
」）

（
（

へ
の
「
転
回
」
と
な
ろ
う
。

　

私
の
知
人
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
研
究
で
著
名
な
社
会
学
者
と
た
ま
た
ま
同
僚
に
な
っ
た

人
間
が
い
て
、『
基
本
形
態
』
に
つ
い
て
質
問
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
「
あ
れ
は
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
」
と
切
っ
て
捨
て
ら
れ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。『
基

本
形
態
』
は
「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
著
作
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
が
、
日
本
の
社
会
学
界
の
な
か
で
『
基
本
形
態
』
が
長
い
間
冷
遇
さ
れ
て
き
た
理
由
を

問
わ
ず
語
り
に
示
し
て
い
る
よ
う
で
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
い
わ
ゆ
る
「
社
会
学
者
」

の
眼
に
は
、
そ
れ
は
「
社
会
学
」
か
ら
の
逸
脱
、
な
い
し
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
変
節
」

に
映
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
と
は
別
の
観
点
も
あ
り
う
る
。
否
、
こ
の
「
社

会
学
」
の
ま
な
ざ
し
ゆ
え
に
『
基
本
形
態
』
が
正
当
に
理
解
・
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

の
だ
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
別
の
観
点
こ
そ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

��
小
論
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
こ
の
変
容
を
、
狭
義
の
「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学

者
」
へ
の
変
貌
と
と
ら
え
、
後
者
の
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
自
己
規
定
は
一
貫
し
て
社
会
学
者

�

島
根
大
学
人
間
科
学
部
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デ
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二

（sociologue

）
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
彼
の
構
想
し
た
社
会
学
は
、
果
て
し
な

き
分
節
化
を
辿
る
そ
の
後
の
斯
学
の
展
開
と
は
異
な
り
、
人
文
科
学
と
し
て
の
宗
教
学
を

も
十
分
包
摂
す
る
よ
う
な
、
懐
の
深
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、「
宗
教
と
は
何
か
」
を
最
終
の
問
い
と
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
姿
勢
を
「
宗

教
学
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
の
生
成
を
問
題
に
し
た
い
。
そ
の
際
、

一
八
九
八
年
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
創
刊
し
た
『
社
会
学
年
報
』
の
存
在
を
看
過
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。『
基
本
形
態
』
が
依
拠
す
る
膨
大
な
民
族
誌
や
人
類
学
者
・
民
俗
学
者
・

宗
教
学
者
ら
の
研
究
が
吟
味
さ
れ
、
さ
ら
に
は
本
書
の
根
幹
に
関
わ
る
発
想
や
枠
組
み
が

生
起
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
『
社
会
学
年
報
』
に
関
わ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
作
業
、
な
か

で
も
ア
ン
リ
・
ユ
ベ
ー
ル
や
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
ら
と
の
共
同
作
業
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

逆
に
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
を
総
体
と
し
て
と
ら
え
る
視
角

抜
き
に
は
、「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
こ
十
年
あ
ま
り
私
は
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
を
総
体
と
し
て
把
捉
し
よ

う
と
細
々
な
が
ら
努
め
て
き
た
の
だ
が）

（
（

、い
ま
だ
途
半
ば
の
状
況
に
あ
る
。実
は
現
在
、『
宗

教
学
名
著
選
』
と
し
て
、
近
代
宗
教
学
成
立
期
の
古
典
的
作
品
を
翻
訳
す
る
企
画
が
進
行

中
で
あ
る
が）

（
（

、
今
後
ス
タ
ー
ト
す
る
第
二
期
の
な
か
で
、
江
川
純
一
と
私
が
共
同
で
監
修

す
る
『
社
会
学
年
報
学
派
宗
教
論
集
』
二
巻
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翻
訳
・

精
査
の
作
業
を
通
じ
て
、
私
は
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
像
を
追
求
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
小
論
は
、
そ
の
結
果
提
示
さ
れ
る
は
ず
の
最
終
的
な
結
論
に

向
け
て
、
い
わ
ば
中
間
考
察
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

��

社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
に
関
す
る
私
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、

「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
を
探
る
う
え
で
、
こ
こ
で
は
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

分
け
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
と
り
わ
け
『
基
本
形
態
』
の

著
者
で
あ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
宗
教
学
者
」
と
言
え
る
の
か
。

二
番
目
に
、
で
は
そ
れ
以
前
の
彼
は
「
社
会
学
者
」
と
し
て
ど
の
よ
う
に
宗
教
を
扱
っ
て

い
た
の
か
。
三
番
目
に
、「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学
者
」
へ
の
移
り
行
き
は
い
か
に

し
て
果
た
さ
れ
た
の
か
。

　

小
論
は
、
昨
年
（
二
〇
一
七
年
）
の
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
で
の
パ
ネ
ル

発
表
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
可
能
性
―
―
没
後
一
〇
〇
年
に
よ
せ
て
」
に
お
け

る
私
の
発
表
「「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
」）

（
（

を
、
そ
こ
で
は
触
れ
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
追
加
し
つ
つ
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
以
後
の
議
論
の
理
解
の
た
め
に
、
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
関
連
著
作
な

ら
び
に
関
連
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
講
義
の
一
覧
を
年
表
形
式
に
ま
と
め
て
お
く
。
適
宜

参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
な
「
宗
教
学
者
」
だ
っ
た
の
か

　
『
基
本
形
態
』
に
お
け
る
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
拙
著
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
研
究
』
第
五
章
や
前
掲
拙
稿
「
訳
者
解
説
」
二

の
な
か
で
論
じ
て
い
る
。
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ

の
骨
子
を
簡
単
に
一
瞥
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
『
基
本
形
態
』
の
意
図
は
そ
の
「
序
論
」
に
尽
さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が

science�des�religion

の
語
で
み
ず
か
ら
の
立
場
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、「
今
日
の
人
間
（l ’hom

m
e�d ’aujourd ’hui

）」
の
探
求
の
た
め

に
「
宗
教
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
が
立
て
ら
れ
、
最
も
原
始
的
で
単
純
な
宗
教
と
当
時

考
え
ら
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
検
討
を
通
じ
て
、
宗
教
の
普
遍

的
・
共
時
的
な
本
質
を
究
明
す
る
こ
と
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る）

（
（

。

　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
こ
の
よ
う
な
普
遍
主
義
的
・
共
時
的
観
点
は
、
一
方
で
は
宗
教
の
普

遍
的
本
質
を
問
う
、
啓
蒙
主
義
以
来
の
「
自
然
的
宗
教
」
論
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
し）

（
（

、
他
方
で
は
人
間
精
神
の
普
遍
的
・
共
時
的
な
構
造
を
問
う
、
レ
ヴ

ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
主
義
に
継
承
さ
れ
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う）

（
（

。

　

さ
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
宗
教
の
本
質
を
ま
ず
、
そ
の
全
体
像
と
し
て
提
示
す
る
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
か
ら
析
出
さ
れ
た
「
宗
教
の
本
質
的
要
素
」
の
総
体
が

そ
れ
に
あ
た
る
。
具
体
的
に
は
、『
基
本
形
態
』
の
「
第
二
部　

基
本
的
信
念
」
で
検
討

さ
れ
る
、
聖
観
念
、
霊
魂
観
念
、
精
霊
観
念
、
神
観
念
、
ま
た
「
第
三
部　

主
要
な
儀
礼

的
態
度
」
で
検
討
さ
れ
る
、
禁
忌
、
禁
欲
主
義
、
供
犠
、
擬
態
的
儀
礼
、
表
象
的
儀
礼
、

償
い
の
儀
礼
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
選
択
に
は
、
い
わ
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
的
バ
イ
ア
ス
が
か
か

っ
て
い
た
―
―
神
と
社
会
を
同
一
視
す
る
と
い
う
周
知
の
視
点
か
ら
し
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
自
身
は
無
神
論
者
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
―
―
と
は
言
え
、
彼
は
、
こ
の
よ

う
な
本
質
的
要
素
の
形
態
と
意
味
の
検
討
を
通
じ
て
、神
に
仕
え
る
「
真
摯
な
生
活
（vie�
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デ
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「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
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宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

四

sérieuse

）」
か
ら
、
服
喪
の
よ
う
に
陰
鬱
な
儀
式
、
さ
ら
に
は
歓
喜
に
満
ち
た
祝
祭
に

至
る
ま
で
、
宗
教
生
活
の
多
様
な
現
わ
れ
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
宗
教
生
活
の
根
本
的
な
機
制
を
、
祭
祀
（culte

）

に
お
け
る
「
諸
個
人
意
識
の
合
一
（com

m
union�des�consciences

）」
に
見
出
し）

（1
（

、
そ

こ
に
「
活
力
発
生
的
（dynam

ogénique

）」
機
能
す
な
わ
ち
社
会
と
個
人
と
の
活
性
化

の
機
能
を
位
置
づ
け
る）

（（
（

。
そ
れ
は
、
集
合
的
に
執
り
行
な
わ
れ
る
祭
祀
の
場
面
に
お
い

て
、
諸
個
人
が
社
会
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
（
＝
合
一
）
に
よ
っ
て
社
会
が
活

性
化
さ
れ
、
こ
う
し
て
活
性
化
さ
れ
た
社
会
に
よ
っ
て
諸
個
人
が
再
活
性
化
さ
れ
る
と
い

う
、
個
人
と
社
会
と
の
弁
証
法
的
な
関
係
の
現
実
の
発
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、「
私
は
汝
が
与
え
る
た
め
に
与
え
る
（do ut des

）」
―
―
神

に
い
け
に
え
を
捧
げ
る
こ
と
で
信
者
が
よ
り
多
く
の
利
益
を
引
き
出
す
―
―
を
原
理
と

す
る
供
犠
（sacrifice

）
こ
そ
が
、
祭
祀
の
根
本
機
制
を
明
確
に
示
す
典
型
的
な
儀
礼
で

あ
る
、
と
み
な
す
の
で
あ
る
（FR:（（（

／
下
二
三
四
頁
）。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

祭
祀
に
よ
る
活
性
化
の
頂
点
が
「
集
合
的
沸
騰
（effervescence�collective

）」
と
し

て
発
現
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
只
中
か
ら
集
合
的
理
想
（idéaux�collectifs

）
が
生
成

し
、
集
合
表
象
と
し
て
の
社
会
が
再
創
造
さ
れ
る
―
―
祭
祀
が
社
会
と
個
人
を
「
作
り

直
す
（refaire

）」
―
―
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
社
会
学
的
理
想
主
義
（idéalism

e�
sociologique

）」）
（1
（

と
も
称
す
べ
き
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
価
値
論
的
志
向
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
宗
教
の「
活
力
発
生
的
」機
能
は
人
間
を「
自
身
を
越
え
て
高
め
る
」

も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
こ
れ
を
、
人
間
に
と
っ
て
「
望
ま
し
い
も
の
」
な
い

し
は
「
善
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
個
人

に
対
す
る
社
会
的
事
実
の
拘
束
性
・
外
在
性
の
み
を
強
調
す
る
従
来
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

強
圧
的
な
社
会
観
か
ら
、
社
会
が
個
人
に
対
し
て
も
つ
望
ま
し
さ
・
愛
着
の
対
象
と
し
て

の
側
面
に
も
眼
を
向
け
た
新
た
な
両
義
的
社
会
観
へ
の
転
換
に
も
対
応
し
て
い
た）

（1
（

。

　

他
方
で
『
基
本
形
態
』
の
副
次
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
分
類
体
系
や
時
間
・
空
間
、

因
果
律
、
人
格
と
い
っ
た
認
識
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
生
成
を
、
宗
教
現
象
の
検
討
を
通
じ

て
解
明
し
よ
う
と
す
る
、
認
識
社
会
学
の
議
論
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
同
時
代

の
哲
学
者
レ
ヴ
ィ
＝
ブ
リ
ュ
ル
に
よ
る
、「
原
始
人
」
の
「
神
話
的
思
考
」
と
近
代
西
欧

の
「
科
学
的
思
考
」
と
を
峻
別
す
る｢

原
始
心
性｣

論
を
排
し
て）

（1
（

、
両
者
の
思
考
の
連
続

性
を
、
し
た
が
っ
て
人
間
の
論
理
的
思
考
の
普
遍
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
ま
た
、
本
書
の
結
論
末
尾
で
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
（FR:（（（ff.

／
下
四
四
一
頁
以
下
）、

感
性
界
と
叡
智
界
の
カ
ン
ト
的
二
元
論
を
、
超
越
的
実
在
と
し
て
の
社
会
を
介
在
さ
せ
る

こ
と
で
、
実
証
的
あ
る
い
は
社
会
学
的
に
読
み
替
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
は
こ
の
試
み
に
「
人
間
科
学
（science�de�l ’hom

m
e

）」
の
新
た
な
展
開
を
託

そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
哲
学
的
問
題
領
域
へ
の
積
極
的
参
与
に
も
窺
え
る
と
お
り
、『
基
本
形
態
』

に
お
い
て
宗
教
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
人
間
の
問
題
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
宗
教
生
活
の
多
様
な
現
わ
れ
そ
の
も
の
が
、
人
間
生
活
の
多

様
な
発
現
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り）

（1
（

、
祭
祀
の
「
活
力
発
生
的
」
機
能
も
、
結
局
の
と
こ

ろ
は
人
間
の
「
高
級
な
生
活
（vie�supérieure

）」
の
活
力
源
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
『
基
本
形
態
』
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
宗
教
一
般
の
具
体
相
を
そ
の
多
様
性

に
お
い
て
描
き
出
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
背
後
に
、
強
圧
的
で
あ
る
と
同
時
に
望
ま
し
い
超

越
的
な
実
在
と
し
て
社
会
を
措
定
し
、
社
会
と
個
人
と
の
弁
証
法
的
関
係
の
発
動
た
る
祭

祀
の
「
活
力
発
生
的
」
機
能
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
人
間
の
種
差
を
宗
教
に
求
め

よ
う
と
す
る
、「
宗
教
学
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の
か

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
一
八
九
八
年
の
『
社
会
学
年
報
』
創
刊
以
前
の
「
社
会
学
者
」
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
は
、
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か）

（1
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
当
初
の
学
的
方
向
性
は
、
一
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス

社
会
の
再
組
織
を
、
真
に
実
証
的
な
近
代
社
会
学
の
構
築
を
通
じ
て
果
た
そ
う
と
す
る
実

践
的
関
心
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
近
代
社
会
の
統
合（intégration

）

を
い
か
に
回
復
す
る
か
、
そ
れ
が
「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
最
大
の
テ
ー
マ
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

一
八
九
三
年
の
『
社
会
分
業
論
』
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
機
械
的
連
帯
か
ら
有
機
的
連

帯
へ
の
展
開
と
い
う
歴
史
的
発
展
図
式
の
な
か
で
、
諸
個
人
の
差
異
を
前
提
と
し
た
有
機

的
連
帯
に
、
近
代
の
新
た
な
社
会
的
統
合
の
あ
り
方
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で

は
宗
教
は
、
諸
個
人
の
均
質
性
に
依
拠
し
た
機
械
的
連
帯
に
対
応
す
る
古
い
タ
イ
プ
の
社
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会
制
度
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
集
合
意
識
―
―
さ
し
あ
た
っ
て
当
該
社
会
の
構

成
員
に
共
通
す
る
意
識
―
―
の
超
越
性
を
、
神
や
祖
先
と
い
っ
た
宗
教
的
表
象
の
形
で
象

徴
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
を
強
力
に
規
制
す
る）

（1
（

。
宗
教
は
こ
う
し
て
諸
個

人
を
共
同
体
に
縛
り
付
け
、
そ
の
結
果
、
一
定
の
社
会
的
統
合
を
維
持
す
る
。
し
か
し
他

方
で
そ
れ
は
、
社
会
の
合
理
化
と
個
人
の
自
律
を
妨
げ
、
近
代
化
を
阻
害
す
る
桎
梏
と
し

て
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
近
代
化
と
と
も
に
宗
教
の
影
響
力

が
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
、
一
種
の
世
俗
化
論
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。

　

一
八
九
七
年
の
『
自
殺
論
』
で
も
こ
の
よ
う
に
消
極
的
な
宗
教
観
は
基
本
的
に
継
続
す

る
。
た
と
え
ば
「
利
己
主
義
的
自
殺
（suicide�egoïste

）」
の
類
型
を
析
出
す
る
な
か
で

登
場
す
る
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
よ
り
も
統
合
性
が
高
い
と
す
る

著
名
な
議
論
に
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
宗
教
社
会
の
統
合
性
を
確
保
し
て
い
る
の
は
、

共
通
の
信
念
と
儀
礼
に
よ
る
強
力
な
規
制
で
あ
る
と
さ
れ
る）

（1
（

。
そ
の
意
味
で
宗
教
社
会
の

統
合
性
は
古
い
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
こ
れ
を
積
極
的
に
評
価
し

て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
近
代
社
会
に
お
い
て
価
値
体
系
の
共
有
に
よ
る
社
会
的
統
合
を
維
持
す

る
象
徴
と
し
て
、
宗
教
的
表
象
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
視
点
も
登
場
し
て
く

る
。『
自
殺
論
』
で
は
ま
だ
控
え
め
な
主
張
で
あ
っ
た
が
（
第
三
部
第
二
章
Ⅰ
）、
ド
レ
フ

ュ
ス
事
件
に
触
発
さ
れ
た
論
文
「
個
人
主
義
と
知
識
人
」
の
な
か
で
積
極
的
に
展
開
さ

れ
る｢

人
間
の
崇
拝
（culte�de�l ’hom

m
e

）｣

な
い
し
「
人
間
性
の
宗
教
（religion�de�

l ’hum
anité

）」）
（1
（

の
議
論
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
集
合
意
識
の
最
後
の
中
核
た

る
人
格
概
念
が
も
つ
道
徳
的
価
値
の
超
越
性
を
象
徴
し
て
、
個
人
主
義
的
道
徳
を
擁
護
し

よ
う
と
す
る
理
念
的
な
宗
教
像
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

こ
の
よ
う
な
『
自
殺
論
』
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
観
の
背
後
に
は
、
独
自
の

宗
教
進
化
論
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち（
ａ
）「
原
始
社
会
」の
宗
教
、

（
ｂ
）
バ
ラ
モ
ン
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
仏
教
な
ど
、
自
我
な
い
し
は
人
格
の
否
定
を
基

調
と
す
る
「
汎
神
論
（panthéism

e

）」
的
宗
教
、（
ｃ
）
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
多
神
教
、

（
ｄ
）
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
一
神
教
で
あ
る
。
前
者
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
宗
教
社
会
の
規
制
と
統
合
の
度
合
い
は
高
く
な
り
、
集
団
へ
の
過
度
の
同
調
に

起
因
す
る｢

利
他
主
義
的
自
殺
（suicide�altruiste

）｣

が
増
加
す
る）

1（
（

。
ま
た
と
く
に
一

神
教
的
伝
統
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
カ
ト
リ
ッ

ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
順
で
、｢

自
由
検
討｣

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
個
人
の
自
由
度

が
増
大
し）

11
（

、
し
た
が
っ
て
宗
教
社
会
の
統
合
は
弛
緩
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
宗
教
進
化
の
最
先
端
に
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
そ
の
延
長

線
上
に
、
徹
底
し
た
「
宗
教
的
個
人
主
義
」
と
し
て
、
理
念
的
な
「
人
間
性
の
宗
教
」
を

構
想
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
宗
教
の
内
実
、
た
と
え
ば
そ
の
思
想
や
実
践
・

組
織
そ
の
も
の
の
進
化
と
い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
、
社
会
的
統
合
と
規
制
と
い
う
枠
組

み
の
な
か
で
の
宗
教
進
化
論
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

結
局
の
と
こ
ろ
「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
集
合
意
識
の
超
越
性
を
象
徴
す
る

―
―
社
会
を
「
表
わ
す（exprim

er

）｣

―
―
も
の
と
し
て
宗
教
を
と
ら
え
、
社
会
的
統
合

と
規
制
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
付
随
的
に
言
及
す
る
の
み
で
、
そ
の
宗
教
観
は
世
俗
化
論

的
発
想
に
基
づ
く
消
極
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に

と
っ
て
宗
教
は
、
近
代
化
の
歴
史
的
展
開
の
な
か
で
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
あ
る
い
は
「
人
間
性
の
宗
教
」
と
い
う
積
極
的
な
理
念
が
導
出
さ
れ
る
際
に
も
、
個

人
主
義
へ
の
彼
自
身
の
願
望
の
象
徴
的
表
現
に
と
ど
ま
る
し
か
な
か
っ
た
。「
人
間
の
問

題
」
と
し
て
宗
教
の
共
時
的
・
普
遍
的
本
質
に
正
面
か
ら
向
き
合
お
う
と
す
る
「
宗
教
学

者
」デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
片
鱗
す
ら
も
、そ
こ
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。と
す
る
な
ら
ば
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
い
て
「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学
者
」
へ
の
移
り
行
き
は
、
い
か

に
し
て
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
、「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学
者
」
へ
の
移
り
行
き

１
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
登
場

　
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
明
確
に
公
の
場
に
姿
を
現
わ
す
の
は
、
一
九
〇
六
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
公
開
講
義
「
宗
教
―
―
諸
起
源
」
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
聴
講

生
が
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
を
見
る
か
ぎ
り
、
こ
の
講
義
で
は
後
の
『
基
本
形
態
』
の
基
本
的

骨
格
が
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。『
基
本
形
態
』
同
様
、
聖
、
霊
魂
、
精
霊
、
神
の

諸
観
念
、
さ
ら
に
消
極
的
祭
祀
＝
禁
忌
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
か
ら
析
出

さ
れ
る
が
、
た
だ
、
積
極
的
祭
祀
と
し
て
は
供
犠
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

時
点
で
は
、
供
犠
以
外
の
積
極
的
祭
祀
に
つ
い
て
は
未
だ
分
析
の
途
上
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
の
だ
が
、
し
か
し
『
基
本
形
態
』
に
見
ら
れ
る
祭
祀
の
根
本
的
な
機
制
―
―
「
諸

個
人
意
識
の
合
一
」
と
い
う
言
葉
は
直
接
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
―
―
は
す
で
に
明



「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

六

確
に
提
示
さ
れ
て
い
た
。
供
犠
に
お
け
る
神
と
人
間
と
の
、
し
た
が
っ
て
社
会
と
個
人
と

の
弁
証
法
的
関
係
が
指
摘
さ
れ
た
う
え
で
、
ノ
ー
ト
の
末
尾
近
く
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、重
要
な
箇
所
な
の
で
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

祭
祀
は
錯
誤
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
事
物
の
本
性
そ
の
も
の
の
な
か
に
深
い
理

由
を
持
っ
て
い
る
。
集
団
の
構
成
員
が
集
結
す
る
宗
教
的
な
儀
式
の
あ
い
だ
は
、
人

び
と
の
意
識
内
容
は
変
化
す
る
。
彼
ら
の
意
識
を
占
め
て
い
た
個
人
的
、
利
己
主
義

的
表
象
は
、
俗
な
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
共
同
生
活
が
続
く
間
ず
っ
と
、
必
然

的
に
追
い
払
わ
れ
る
。
集
合
的
な
信
念
（croyances

）
が
、
そ
れ
ら
の
表
象
に
取

っ
て
代
わ
る
の
で
あ
る
。こ
の
と
き
に
は
共
通
の
利
益
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
り（
た

と
え
ば
種
の
豊
穣
を
導
く
）、
し
た
が
っ
て
こ
の
期
間
に
お
い
て
は
、
社
会
の
存
在

は
、
日
常
の
期
間
に
お
け
る
よ
り
も
現
実
的
で
あ
り
、
よ
り
強
度
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
人
び
と
が
次
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
と
き
に

は
、
彼
ら
が
依
存
す
る
強
力
な
何
も
の
か
が
生
き
て
い
て
、
彼
ら
を
、
自
身
を
越
え

て
高
め
、
高
貴
に
し
、
聖
化
す
る
の
だ
、
と
。
…
…
儀
礼
が
も
つ
道
徳
的
か
つ
社
会

的
な
意
義
は
、
し
ば
し
ば
物
質
的
諸
実
践
を
通
し
て
、
そ
れ
自
体
、
透
け
て
見
え
て

く
る
。
儀
礼
の
深
い
道
徳
的
効
力
が
、
見
せ
か
け
の
物
理
的
効
力
へ
の
信
念
を
生
じ

さ
せ
る
。
今
日
と
同
様
、
信
者
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
個
々
の
実
践
を
切
り
離
し
て

検
討
す
る
な
ら
ば
、
懐
疑
に
傾
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
信
者
た
ち
は
、
祭
祀
の

総
体
か
ら
、
彼
ら
を
力
づ
け
る
熱
が
発
し
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
論
理
的
な
理
由
が

な
い
と
き
に
優
位
を
占
め
る
、知
性
の
こ
の
飛
躍
こ
そ
が
信
仰
（foi

）
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
な
し
に
は
宗
教
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
こ
そ
、
祭
祀
が
永
遠
な
る
も
の
を
も
つ
こ
と
の
理
由
が
あ
る
。
人
間
は
そ

の
生
存
の
た
め
に
、
社
会
を
神
々
と
い
う
実
体
化
さ
れ
た
形
態
の
も
と
で
表
わ
す
こ

と
も
、
物
理
的
な
事
物
に
対
す
る
儀
礼
の
物
質
的
効
力
を
信
ず
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
。
し
か
し
、
祭
祀
が
果
た
す
道
徳
的
か
つ
社
会
的
な
役
割
は
、
人
間
が
存
在
す

る
か
ぎ
り
、
す
な
わ
ち
諸
社
会
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
必
要
不
可
欠
か
つ
恒
久
的
で

あ
ろ
う）

11
（

。

　

前
段
の
議
論
は
、『
基
本
形
態
』
第
三
部
第
二
章
Ⅴ
に
お
け
る
供
犠
の
説
明
、
な
ら
び

に
第
三
章
Ⅱ
に
お
け
る
擬
態
的
儀
礼
の
説
明
に
対
応
し
て
お
り
、
祭
祀
の
も
つ
「
道
徳
的

効
力
」
―
―
後
の
表
現
で
言
え
ば
「
活
力
発
生
的
」
機
能
―
―
が
提
示
さ
れ
、
後
段
で
は

こ
の
機
能
ゆ
え
の
祭
祀
の
恒
久
性
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遅
く
と
も

一
九
〇
六
年
に
は
「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学
者
」
へ
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
変
貌
が
顕

わ
に
な
る
の
だ
が）

11
（

、
そ
の
道
筋
を
、『
自
殺
論
』
以
降
の
展
開
の
な
か
で
手
短
に
辿
っ
て

み
た
い
。

２　

発
生
論
的
方
法
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
啓
示
」

　

最
初
の
変
化
は
、「
発
生
論
的
（génétique

）」
方
法
に
よ
る
「
原
始
宗
教
」
研
究
と

い
う
形
で
現
わ
れ
る
。
発
生
論
的
方
法
自
体
は
す
で
に
一
八
九
五
年
の
『
社
会
学
的
方
法

の
規
準
』の
な
か
で
示
さ
れ
て
い
た
が）

11
（

、そ
の
宗
教
研
究
と
の
関
連
は
、一
八
九
九
年
の『
社

会
学
年
報
』
第
二
巻
の
序
文
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る）

11
（

。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
特
定

の
社
会
制
度
を
理
解
す
る
に
は
そ
の
起
源
に
遡
っ
て
歴
史
的
変
遷
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

し
か
も
す
べ
て
の
社
会
制
度
は
起
源
に
あ
っ
て
は
宗
教
的
な
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
学
に
と
っ
て
宗
教
、
と
り
わ
け
「
原
始
宗
教
」
の
研
究
は
、
方
法
論

上
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、『
社
会
学
年
報
』
第
一
巻
に
掲
載

さ
れ
た
「
近
親
婚
の
禁
止
と
そ
の
起
源
」
な
ら
び
に
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
宗
教
現
象

の
定
義
」
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
発
生
論
的
方
法
に
基
づ
く
論
考
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
場

合
に
も
、
宗
教
現
象
は
あ
く
ま
で
諸
他
の
社
会
制
度
を
解
明
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
研

究
対
象
と
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
宗
教
そ
れ
自
体
は
「
原
始
的
事
実
」
と
し
て
、
積
極

的
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た）

11
（

。
そ
こ
に
、「
社
会
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

に
よ
る
世
俗
化
論
的
発
想
の
残
滓
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
発
生
論
的
方
法
に
よ
る｢

原
始
宗
教｣

研
究
と
の
関
連
で
注
目

す
べ
き
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
旧
約
学
者
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

一
九
〇
七
年
に
発
表
さ
れ
た
あ
る
公
開
書
簡
の
な
か
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

社
会
生
活
の
な
か
で
宗
教
が
果
た
す
重
要
な
役
割
に
、
私
が
初
め
て
は
っ
き
り
気
づ

い
た
の
は
、
一
八
九
五
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
年
に
、
私
は
、
宗

教
研
究
に
社
会
学
的
に
着
手
す
る
手
段
を
初
め
て
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は



人
間
科
学
部
紀
要
　
第
一
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

七

私
に
と
っ
て
一
つ
の
啓
示
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
八
九
五
年
の
講
義
は
、
私
の
思
想
の

展
開
に
お
い
て
境
界
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
そ
れ
以
前
の
私
の
探

求
は
す
べ
て
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
観
点
と
調
和
す
る
よ
う
に
、
改
め
て
手
直
し
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
こ
の
方
向
転
換
は
ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
、
私
が
取
り
組

ん
だ
ば
か
り
の
宗
教
史
の
研
究
、
と
り
わ
け
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
と
彼
の
学
派

の
著
作
の
読
解
に
負
っ
て
い
る）

11
（

。

　

そ
も
そ
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
み
ず
か
ら
の
思
想
の
変
化
や
被
っ
た
影
響
に
つ
い
て
語

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
珍
し
く
、
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
五
年

に
か
け
て
の
宗
教
に
つ
い
て
の
講
義）

11
（

が
、
彼
の
思
想
展
開
に
お
け
る
決
定
的
な
転
回
点
で

あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
こ
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
著
作
の
読
解
が
大
き
く
作
用

し
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
最
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
ス
ミ
ス
の
著

作
が
主
著
『
セ
ム
族
の
宗
教
に
関
す
る
講
義
』）

1（
（

―
―
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
一
神
教
的

伝
統
を
古
代
セ
ム
族
の
供
犠
に
遡
っ
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
―
―
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
研

究
者
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
「
啓
示
」
の
内
容
に
関
し
て
は
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
自
身
何
も
語
っ
て
お
ら
ず
、
従
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
推
測
が
な
さ
れ
て
き
た）

11
（

。
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
思
想
の
分
水
嶺
と
も
言
う
べ
き
こ
の
「
啓
示
」
を
め
ぐ
る
事
情
は
か
な
り
複

雑
で
多
面
的
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
社
会
学
者
」
か
ら
「
宗
教
学
者
」
へ

の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
移
り
行
き
を
主
題
と
す
る
小
論
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
ト

ピ
ッ
ク
と
な
る
だ
ろ
う
。

��

さ
し
あ
た
っ
て
、
ス
ミ
ス
か
ら
の
最
初
の
影
響
は
、
供
犠
の
重
要
性
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

に
認
識
さ
せ
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
彼
が
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
「
供
犠
の
本
質
と
機

能
に
関
す
る
試
論
」（
以
下
、「
供
犠
論
」
と
略
記
）
―
―
一
八
九
九
年
の
『
社
会
学
年
報
』

第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
る
―
―
の
執
筆
を
指
示
し
、
自
身
も
供
犠
研
究
に
の
め
り
込
ん
で
、

論
文
の
生
成
に
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
介
入
し
て
い
た
こ
と
は
、
残
さ
れ
た
書
簡
か

ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る）

11
（

。
す
で
に
註
（
（（
）
に
引
い
た
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
の
序

文
に
も
示
さ
れ
る
と
お
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
当
初
、
発
生
論
的
方
法
を
適
用
す
る
好
個

の
例
と
し
て
、
供
犠
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た）

11
（

。

　

け
れ
ど
も
こ
の
方
向
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
実
際
に
完
成
し
た
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス

の
「
供
犠
論
」
は
、
ス
ミ
ス
の
起
源
論
的
発
想
を
批
判
し
、
供
犠
の
共
時
的
・
普
遍
的
構

造
―
―
屠
ら
れ
た
い
け
に
え
を
媒
介
と
し
て
聖
俗
間
の
交
流
を
確
立
す
る
―
―
を
析
出
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
間
、
供
犠
の
機
能
を
め
ぐ
る
モ
ー
ス
と
の
書
簡
の

や
り
と
り
の
な
か
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
一
つ
の
発
見
に
至
る
。

［
供
犠
の
］
真
の
目
的
は
、
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
に
あ
る
。
し
か
し
供
犠
は

な
ぜ
、集
団
が
集
ま
っ
た
饗
宴
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
維
持
す
べ
き
は
、

集
団
の
生
命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
集
会
は
ま
さ
に
、
集
団
が
み
ず
か
ら
に
つ
い
て

よ
り
い
っ
そ
う
意
識
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
の
で
あ
り
、
集
団
み
ず
か
ら
が
よ
り
よ

い
健
康
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
、
よ
り
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
神
秘
的
な
幻
想
は
、
こ

う
し
て
物
質
に
お
い
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
儀
礼
は
、
も
し
も
そ
の
定
式
し
か
考
察

さ
れ
な
け
れ
ば
虚
構
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
現
実
に
効
力
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ

る）
11
（

。

　

お
そ
ら
く
こ
れ
こ
そ
は
、
や
が
て
祭
祀
の
「
道
徳
的
効
力
」
＝
「
活
力
発
生
的
」
機
能

を
軸
に
構
築
さ
れ
て
い
く
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
積
極
的
な
宗
教
観
の
最
初
の
萌
芽
で
あ
ろ

う
。
実
際
、「
供
犠
論
」
の
結
論
で
は
、
内
在
と
超
越
・
善
と
強
制
と
い
っ
た
両
義
的
な

社
会
観
と
、
社
会
と
個
人
の
活
性
化
と
い
う
供
犠
の
社
会
的
機
能
が
、
い
さ
さ
か
唐
突
に

提
示
さ
れ
る）

11
（

。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
萌
し
た
新
た
な
社
会
観
と
宗
教
観

の
反
映
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う）

11
（

。
そ
の
一
方
で
、
諸
他
の
社
会
制
度
を
解
明
す
る
た
め

の
「
原
始
宗
教
」
＝
供
犠
研
究
と
い
う
発
生
論
的
方
法
は
、
そ
の
後
ま
っ
た
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
省
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う）

11
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
影
響
が
こ
れ
で
す
っ
か
り
消

え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
小
論
の
一
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
に
よ
れ
ば
供
犠
は
、
社
会
と
個
人
と
の
弁
証
法
的
関
係
を
示
す
祭
祀
の
典
型
な
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
供
犠
の
本
質
を
「
食
物
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
（com

m
union�

alim
entaire

）」
＝
共
食
―
―
神
と
人
間
が
、
屠
ら
れ
た
同
じ
動
物
の
肉
を
共
に
食
す
る

こ
と
で
、
そ
の
同
体
性
を
再
確
認
す
る
―
―
と
み
な
す
ス
ミ
ス
の
観
点
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
う
え
、
社
会
に
望
ま
し
さ
の
側
面
を
見
出
す
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
新
た
な
社

会
観
も
、
神
と
人
間
の
同
体
性
を
強
調
し
、
さ
ら
に
は
人
間
を
保
護
す
る
望
ま
し
き
存
在

と
し
て
共
同
体
を
と
ら
え
る
ス
ミ
ス
の
観
点
に
淵
源
す
る
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
デ
ュ
ル
ケ
ー



「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

八

ム
に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
影
響
は
、そ
の
範
囲
を
拡
げ
て
じ
わ
じ
わ
と
浸
透
し
、ま
さ
に
「
宗

教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
に
と
っ
て
、「
啓
示
」
と
し
て
作
用
し
て
い
く
の
で
あ

る）
11
（

。
３　

社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
と
哲
学

　

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、２
で
見
た
よ
う
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
方
向
転
換
が
、

ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
と
の
共
同
作
業
の
な
か
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
社
会

学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
に
お
い
て
三
者
相
互
の
影
響
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
具
体
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
共
同
作
業
な

し
に
、デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
積
極
的
な
宗
教
観
が
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、｢
供
犠
論｣

発
表
後
、『
社
会
学
年
報
』
の
ア

ナ
リ
ー
ズ
の
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
な
か
で
、
お
そ
ら
く
発
生
論
的
方
法

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
、
宗
教
現
象
の
分
類
項
目
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。
試
行

錯
誤
の
末
、『
社
会
学
年
報
』第
五
巻（
一
九
〇
二
年
）の
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の「
序
」

の
な
か
で
、
二
人
は
暫
定
的
な
原
則
を
公
表
す
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
的
表
象
、
宗
教
的
実

践
、
宗
教
的
組
織
（
集
団
）、
宗
教
体
系
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
軸
に
項
目
を
設

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表
象
、
実
践
、
組
織

の
三
種
類
の
要
素
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
体
系
を
構
成
す
る
も
の
が
、
宗
教
に
ほ

か
な
ら
な
い
と
す
る
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
後
の
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研

究
の
方
向
性
を
規
定
す
る
認
識
で
あ
り
、
ま
た
、
諸
他
の
社
会
制
度
の
解
明
の
た
め
の
宗

教
研
究
と
い
う
発
生
論
的
方
法
に
代
わ
っ
て
、
宗
教
そ
れ
自
体
の
普
遍
的
な
構
造
を
問
う

共
時
的
な
枠
組
み
の
登
場
を
も
意
味
し
て
い
る）

1（
（

。
事
実
、
こ
の
枠
組
み
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

に
も
共
有
さ
れ
て
、
そ
の
宗
教
の
定
義
に
も
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る）

11
（

。

　

さ
ら
に
三
者
の
共
同
作
業
は
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
も
う
一
つ
の
共
著
論
文

｢

呪
術
の
一
般
理
論
素
描｣

（
以
下
、「
呪
術
論
」
と
略
記
）
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
論
文
は
、
い
わ
ば
宗
教
現
象
の
ネ
ガ
と
し
て
の
呪
術
を
解
明
す
べ
く
書
か
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
も
そ
も
未
完
の
論
考
で
あ
っ
た
う
え
に
、
一
九
〇
四
年
の
『
社
会
学
年
報
』

第
七
巻
に
掲
載
さ
れ
た
際
に
は
註
記
の
大
半
が
省
略
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
成
立
に
は
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
も
一
枚
噛
ん
で
い
た）

11
（

。
内
容
的
に
は
、
呪
術
の
原
基
た
る
マ
ナ
概
念
の
詳
細
な

分
析
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
フ
レ
ー
ザ
ー
の
共
感
呪
術
説
批
判
と
因
果
律
の
問

題
、
認
識
社
会
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
、
集
合
的
理
想
、
集
合
的
力
と
し
て
の
マ
ナ
、「
諸

個
人
意
識
の
合
一
」
な
い
し
は
「
集
合
的
沸
騰
」
の
原
型
と
し
て
の
「
呪
術
的
な
協
同

（collaboration�m
agique

）」）
11
（

等
々
、
後
の
『
基
本
形
態
』
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
混
沌
と
し
た
状
態
で
錯
綜
す
る
、
い
わ
ば
実
験
室
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な｢

呪
術
の
カ
オ
ス｣

）
11
（

が
、
こ
の
論
文
の
晦
渋
さ
の
一
因
に
な

っ
た
、
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、「
呪
術
論
」
に
お
け
る
マ
ナ
概
念
は
き
わ
め
て
多
義
的
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

に
富
ん
で
い
た
が
―
―
こ
の
論
文
も
再
録
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ス
の
論
文
集
『
社
会
学
と
人

類
学
』（
一
九
五
〇
年
）
の
序
論
で
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
が
試
み
た
記
号
論
的
解
釈

は
そ
の
一
つ
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
―
―
、
こ
れ
に
対
し
て
『
基
本
形
態
』
に
お
け
る
マ
ナ

概
念
は
、も
っ
ぱ
ら
非
人
格
的
な
宗
教
的
力
に
収
斂
さ
せ
ら
れ
て
集
合
的
力
に
同
定
さ
れ
、

当
初
の
デ
ィ
ナ
ミ
ス
ム
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
り
わ
け

モ
ー
ス
の
奔
放
な
ま
で
に
柔
軟
な
構
想
力
と
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
体
系
志
向
の
リ
ゴ

リ
ス
ム
と
の
ひ
そ
や
か
な
相
剋
が
、
こ
の
論
文
に
は
す
で
に
孕
ま
れ
て
い
た
と
見
て
も
あ

な
が
ち
誤
り
で
は
あ
る
ま
い）

11
（

。

　

最
後
に
、「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
に
関
わ
る
哲
学
的
側
面
に
も
ご
く
簡

単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
時
期
的
に
遡
る
が
、
一
八
九
八
年
の
「
個
人
表
象
と
集
合
表
象
」

で
は
、
こ
れ
ら
二
種
の
表
象
の
、
し
た
が
っ
て
個
人
と
社
会
と
の
異
質
性
の
主
張
と
同
時

に
、
社
会
構
造
に
対
す
る
集
合
表
象
の
相
対
的
自
律
性
が
強
調
さ
れ
る）

11
（

。
そ
の
典
型
例
と

し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
宗
教
的
表
象
な
の
で
あ
り
、
こ
の
宗
教
的
な
集
合
表
象

の
本
格
的
研
究
の
始
点
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
モ
ー
ス
に
よ
る
「
分
類
の
若
干
の
原
始
的

形
態
」
―
―
一
九
〇
三
年
の
『
社
会
学
年
報
』
第
六
巻
に
掲
載
さ
れ
た
―
―
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
文
で
は
、
分
類
体
系
の
社
会
的
起
源
が
提
示
さ
れ
る
と
共
に
、
宗
教
的
思
考
と
科

学
的
思
考
と
の
連
続
性
と
い
う
、『
基
本
形
態
』
の
認
識
社
会
学
の
基
本
的
発
想
を
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
一
一
年
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
か
れ
た
国
際
哲
学
会

で
の
報
告
「
価
値
判
断
と
実
在
判
断
」
で
は
、「
集
合
的
沸
騰
」
か
ら
集
合
的
理
想
が
生

成
す
る
と
い
う
「
社
会
学
的
理
想
主
義
」
の
立
場
が
提
示
さ
れ
る）

11
（

。
こ
の
立
場
も
ま
た
、

社
会
構
造
か
ら
自
律
し
た
集
合
表
象
研
究
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、『
基
本
形
態
』

の
価
値
論
的
志
向）

11
（

を
明
確
に
予
示
す
る
も
の
と
言
え
る
。
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以
上
、『
自
殺
論
』
以
降
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
あ
る
い
は
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学

思
想
の
展
開
を
駆
け
足
で
辿
っ
て
き
た
。
発
生
論
的
方
法
に
よ
る
「
原
始
宗
教
」
＝
供
犠

研
究
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
学
年
報
学
派
の
共
同
作
業
の
な
か
で
、
祭
祀
に
よ
る
社
会
活
性

化
機
能
が
「
発
見
」
さ
れ
、
学
派
に
共
通
す
る
宗
教
研
究
の
共
時
的
枠
組
み
が
提
示
さ
れ

る
。
さ
ら
に
社
会
構
造
か
ら
自
律
し
た
集
合
表
象
の
研
究
が
、
哲
学
的
問
題
領
域
へ
の
戦

線
拡
大
を
も
た
ら
す
。
お
そ
ら
く
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
の
こ
れ
ら

一
連
の
過
程
の
な
か
で
「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
生
成
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る）

11
（

。

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
テ
ク
ス
ト
と
社
会
学
年
報
学
派
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
即

し
て
見
て
く
る
と
、『
基
本
形
態
』
が
、
宗
教
の
社
会
的
統
合
機
能
を
説
い
て
い
る
―
―

そ
も
そ
も
本
書
で
は
統
合
（intégration

）
の
語
は
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
―
―
と
か
、

あ
る
い
は
発
生
論
的
方
法
の
典
型
的
な
適
用
例
で
あ
る
、
と
い
っ
た
類
い
の
俗
説
が
い
か

に
的
外
れ
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
も
は
や
明
白
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
前
者
は
タ
ル
コ
ッ

ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
『
社
会
的
行
為
の
構
造
』）

1（
（

に
、
後
者
は
ロ
バ
ー
ト
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
の

論
文｢

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
歴
史｣

）
11
（

あ
た
り
に
淵
源
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
斯
界
の
権
威

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
問
題
設
定
に
引
き
付
け
て
打
ち
出
し
た
か
な
り
癖
の
あ
る
解
釈
を
そ

の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
と
こ
ろ
に
、
い
わ
ゆ
る
学
説
史
が
成
立
す
る
の
だ
、
と
皮
肉
の
一

つ
で
も
言
っ
て
み
た
く
な
る）

11
（

。

　

と
は
言
え
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
小
論
は
あ
く
ま
で
中
間
考
察
に
す
ぎ
な
い
。

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
思
想
展
開
に
お
け
る
宗
教
理
解
の
変
遷
の
輪
郭
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
の
、
そ
の
詳
細
に
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
も
社
会
学
年
報
学
派
の
宗

教
学
思
想
の
検
討
は
、
今
後
と
も
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
認
識

社
会
学
の
始
点
と
な
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
モ
ー
ス
の
共
著
論
文｢

分
類
の
若
干
の
原
始
的

形
態｣

（
一
九
〇
三
年
）
の
精
査
が
、
次
の
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。｢

呪
術
論｣

で
か
な

り
明
確
と
な
っ
た
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
ユ
ベ
ー
ル
な
ら
び
に
モ
ー
ス
と
の
差
異
を
見
定
め

る
た
め
に
は
、
ユ
ベ
ー
ル
「
シ
ャ
ン
ト
ピ
ー
・
ド
・
ラ
・
ソ
ー
セ
ー
『
宗
教
史
教
本
』
仏

訳
へ
の
序
論
」（
一
九
〇
四
年
）
と
モ
ー
ス
『
祈
禱�

第
一
部�

諸
起
源
』（
一
九
〇
九
年
）

の
精
査
が
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
。
前
者
は
宗
教
現
象
学
と
社
会
学
年
報
学
派
と
の
関
係

を
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
た
モ
ー
ス
の
未
完
の
博
士
論
文
で
あ
る
後
者
は
『
基
本
形
態
』

に
欠
落
す
る
口
誦
儀
礼
研
究
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い
。
さ
ら
に
は
学
派
全
体
で
の
ト
ー

テ
ミ
ス
ム
理
解
の
変
遷
も
ぜ
ひ
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

も
う
一
点
、
小
論
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
に
お
け
る
哲
学
的
問
題
領
域
へ

の
戦
線
拡
大
に
も
簡
単
に
触
れ
た
。
た
と
え
ば
ラ
ヴ
ェ
ッ
ソ
ン
の
『
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス

哲
学
』）

11
（

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
講
壇
哲
学
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
の
関

連
性
、
あ
る
い
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
時
代
の
師
で
あ
る
ブ
ー
ト
ル

ー
の
『
現
代
哲
学
に
お
け
る
科
学
と
宗
教
』）

11
（

が
与
え
た
影
響
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
奥
行
き
と
射
程
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
し
、
そ
の
哲
学
的
含
意

を
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
個
人
の

「
精
神
性
（spiritualité

）」
に
対
比
さ
せ
て
集
団
の
「
超
精
神
性
（hyper-spiritualité

）」

を
説
く
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
発
想）

11
（

は
、「
唯
物
論
に
対
し
て
精
神
（esprit

）
の
実
在
を
肯

定
す
る
立
場
」）

11
（

と
い
う
、
当
時
の
広
義
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
の
枠
組
み
の
う
ち
に
収

ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

遅
々
と
し
た
歩
み
で
し
か
な
い
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
社
会
学
年
報
学
派
に

よ
る
宗
教
学
思
想
を
、｢

社
会
学｣

あ
る
い
は
「
人
類
学
」
と
い
っ
た
既
成
の
学
問
分
野

の
呪
縛
か
ら
解
き
放
っ
て
考
え
直
し
て
い
く
作
業
、
こ
れ
を
今
後
の
私
の
課
題
の
一
つ
と

し
た
い
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
い
う
、
新
た
な
呪
縛
の

始
ま
り
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
の
宗
教
学
思
想
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
西
欧
世
界
に
お
け
る
、

宗
教
を
め
ぐ
る
多
様
な
議
論
の
一
つ
の
結
節
点
で
あ
り
、「
宗
教
学
の
生
成
」
を
再
考
す

る
う
え
で
も
貴
重
な
参
照
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。



「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

一
〇
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lcan,�（（（（-（（（（
M

H
R

＝H
.�H

ubert�et�M
.�M

auss,� M
élanges d ’histoire des religions,�F.�A

lcan,�（（0（
FR

＝É.�D
urkheim

,�Les form
es élém

entaires de la vie religieuse. Le systèm
e totém

ique en A
ustralie,�F.�A

lcan,�（（（（,�

（（
e�édition,�PU

F,�（（（0

）
／
山
㟢
亮
訳
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
―
―

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム
体
系
』
上
下
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）

SP�

＝É.�D
urkheim

,�Sociologie et philosophie,�F.�A
lcan,�（（（（

／
山
田
吉
彦
訳
『
社
会
学
と
哲
学
』（
創
元
社
、
一
九
四
三
年
）

SA
n

＝M
.�M

auss,�Sociologie et anthropologie,�PU
F,�（（（0

／
有
地
亨
ほ
か
訳
『
社
会
学
と
人
類
学
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
弘
文
堂
、
一
九
七
三
・
一
九
七
六
年
）

Œ

＝M
.�M

auss,�Œ
uvres,�（�vol.,�Les�Éditions�de�M

inuit,�（（（（-（（
JS

＝É.�D
urkheim

,�Journal sociologique,�PU
F,�（（（（

SSA

＝É.�D
urkheim

,�La science sociale� et l ’action,�PU
F,�（（（0

／
佐
々
木
公
賢
・
中
島
明
勲
訳
『
社
会
科
学
と
行
動
』（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
八
年
）

T

＝É.�D
urkheim

,�T
extes,�（�vol.,�Les�Éditions�de�M

inuit,�（（（（

＊
こ
こ
に
示
し
た
も
の
に
限
ら
ず
、
小
論
で
利
用
し
た
す
べ
て
の
欧
文
文
献
で
邦
訳
の
あ
る
も
の
は
適
宜
参
照
し
て
い
る
が
、
引
用
は
す
べ
て
私
訳
に
よ
る
。
ま
た
引
用
文
中
の
傍
点
は
原
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
に
よ

る
強
調
を
、
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
強
調
を
示
す
。

註（
（
）
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
著
／
山
㟢
亮
訳
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
―
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム
体
系
』
上
下
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）。

　
　
　

ち
な
み
に
、原
著
初
版
に
依
拠
し
た
校
訂
本
が
二
〇
一
五
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が（Ém

ile�
D

urkheim
,�Œ

uvres tom
e 1, Les form

es élém
entaires de la vie religieuse,�Édition�

critique�par�M
yron�A

chim
astos,�Classiques�Garnier,�（0（（

）、
原
著
の
版
の
新
旧
に

起
因
す
る
問
題
は
複
雑
で
あ
り
―
―
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
訳
下
巻
所
収
「
訳
者
解
説
」

六
を
参
照
さ
れ
た
い
―
―
、
小
論
で
は
、
最
も
流
布
し
て
い
るPU

F

のQ
uadrige

版
―
―

原
著
第
四
版
に
よ
る
。
こ
の
第
四
版
自
体
、
か
な
り
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
が
―
―
を
暫

定
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
用
い
る
。

（
（
）�

こ
の
点
は
、
す
で
に
山
㟢
亮
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
研
究
』（
未
來
社
、

二
〇
〇
一
年
）
の
序
章
第
二
節
２
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、M

akoto�Y
am

azaki,�“
Japan ’s�reception�of�Les form

es 
élém

entaires de la vie religieuse”,�R
eligion�（（-（,�（0（（

、
ま
た
前
掲
拙
稿
「
訳
者
解
説
」

四
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
欧
米
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
論
研
究
は
日
本
に
比
べ
て
格
段
に
層
が

厚
い
が
、
実
は
そ
こ
で
も
、
同
様
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
一
二
年
の
『
基

本
形
態
』
出
版
一
〇
〇
周
年
に
特
集
を
組
ん
だ
雑
誌
、
た
と
え
ばl’A

nnée sociologique,�
（（-（,�（0（（

、A
rchives de Sciences sociales des religions�（（（,�juillet-septem

bre�（0（（

や

R
eligion�（（-（,�January�（0（（

、
さ
ら
に
こ
れ
は
論
文
集
だ
がSondra�L.�H

ausner�

（ed.

）,�
D

urkehim
 in D

ialogue : A
 Centenary Celebration of T

he E
lem

entary Form
s of 

R
eligious Life,�Begrhahn�Books,�（0（（

に
掲
載
さ
れ
た
諸
論
考
を
眺
め
て
み
て
も
、
一

方
で
は
『
基
本
形
態
』
に
関
わ
る
個
別
的
な
主
題
の
解
釈
な
り
、
そ
の
歴
史
的
・
理
論
的
背

景
に
関
わ
る
分
析
な
り
、
き
わ
め
て
精
緻
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
他
方
で
は
『
基
本
形
態
』

に
触
発
さ
れ
て
多
様
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
わ
る
、
い
わ
ば
応
用
的
な
研
究
が
大
半
を
占
め
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、『
基
本
形
態
』
そ
れ
自
体
の
全
体
像
に
関
す
る
集
約
的
な
検
討
は
す
で
に

決
着
済
み
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。

　
　
　

し
か
し
な
が
ら
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
論
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ

て
検
討
し
た
著
作
は
、W

.�S.�F.�Pickering,� D
urkheim

’s Sociologiy of R
eligion�:� T

hem
es 

and T
heories,�Routlege�&

�K
egan�Paul,�（（（（

を
最
後
に
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
こ

の
著
作
に
し
て
も
種
々
の
点
で
か
な
り
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
論
の
全

体
像
を
的
確
に
示
し
て
い
る
と
は
到
底
言
え
な
い
（
前
掲
拙
著
五
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
）。
あ

る
い
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
評
伝
と
目
さ
れ
るM

arcel�Fournier,�É
m

ile 
D

urkheim
 

（1858-1917

）,�Fayard,�（00（

に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
『
基
本
形
態
』
に
関

す
る
か
ぎ
り
、
た
し
か
に
豊
富
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
も
の
の
、
き
わ
め
て
表
層



人
間
科
学
部
紀
要
　
第
一
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

一
一

的
な
理
解
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
基
本
形
態
』
の
新
英
訳
の
「
訳
者
序
論
」（K

aren�
E.�Fields,�“

T
ranslator’s�Introduction�:�Religon�as�an�Em

inently�Social�T
hing”,�in�

E.�D
urkheim

,�T
he E

lem
entary Form

s of R
eligious Life,�Free�Press,�（（（（

）も
、『
基

本
形
態
』
を
援
用
し
て
、
フ
ロ
イ
ト
か
ら
ホ
メ
イ
ニ
、
果
て
は
イ
ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

ま
で
引
き
合
い
に
出
す
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
文
章
と
は
言
え
よ
う
が
、
肝

心
の
本
書
の
内
容
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
筋
違
い
の
解
釈
し
か
提
示
し
え
て
い
な
い
。
付

け
加
え
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
基
本
形
態
』
の
前
掲
初
版
校
訂
本
の
「
編
者

序
論
」
も
、
本
書
の
成
立
過
程
の
具
体
的
な
事
実
関
係
を
辿
る
の
み
で
、
そ
の
内
実
の
全
体

像
に
関
し
て
は
不
問
の
ま
ま
で
あ
る（M

yron�A
chim

astos,�“
Intorduction�de�l ’éditeur”,�

in�É.�D
urkheim

,�op.�cit.
）。

　
　
　

拙
訳
の
「
訳
者
解
説
」
が
、
文
庫
本
の
解
説
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
、
リ
ジ
ッ
ド
に
す
ぎ
る
形

で
本
書
の
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
も
、
内
外
を
通
じ
て
本
書
の
真
意
が

ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
現
状
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
出
た
所
為
で
あ
っ
た
。

（
（
）�

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
は
『
基
本
形
態
』
の
な
か
で
、science�de�l’hom

m
e

（
人
間
科
学
）

の
語
を
用
い
て
い
る
（FR:（（（

／
下
四
四
四
頁
）。

（
（
）�

そ
の
成
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
山
㟢
亮
「
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説

―
―�

『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
」（『
島
根
大
学
教
育
学

部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
四
〇
、二
〇
〇
六
年
）、
山
㟢
亮
「
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供

犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
１
」（『
社

会
文
化
論
集　

島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要　

社
会
文
化
学
科
編
』
五
、二
〇
〇
九
年
）、
前
掲

拙
稿”Japan ’s�reception�of�Les form

es élém
entaires de la vie religieuse”�

（（0（（

）、

前
掲
拙
訳
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
と
「
訳
者
解
説
」（
二
〇
一
四
年
）、
山
㟢
亮
「
社
会

学
年
報
学
派
の
呪
術
論
素
描
」（
江
川
純
一
・
久
保
田
浩
編
『「
呪
術
」
の
呪
縛
』
下
［
リ
ト
ン
、

二
〇
一
七
年
］
所
収
）
等
。

（
（
）�

国
書
刊
行
会
よ
り
、
す
で
に
第
一
巻
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
／
奥
山
倫
明
監
修
『
ア

ル
カ
イ
ッ
ク
宗
教
論
集
―
―
ル
ー
マ
ニ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
南
ア
メ
リ
カ
』（
二
〇
一
三

年
）、
第
二
巻
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
著
／
松
村
一
男
・
下
田
正
弘
監
修
『
比
較
宗
教
学
の
誕

生
―
―
宗
教
・
神
話
・
仏
教
』（
二
〇
一
四
年
）
の
二
冊
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ラ

フ
ァ
エ
ロ
・
ペ
ッ
タ
ツ
ォ
ー
ニ
著
『
神
の
全
知
』、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ラ
ー
著
『
祈
り
』、

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
著
『
原
始
文
化
』
が
続
刊
予
定
で
あ
る
。

（
（
）�

私
が
代
表
者
を
務
め
た
こ
の
パ
ネ
ル
で
は
、
こ
の
発
表
以
外
に
「
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
派
は

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
い
か
に
読
ん
だ
か
？
」（
江
川
純
一
）、「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
ア
メ
リ
カ
哲
学

―
―
そ
の
距
離
と
接
点
」（
堀
雅
彦
）
の
発
表
が
な
さ
れ
、
二
〇
世
紀
前
半
の
宗
教
史
な
ら
び

に
哲
学
の
視
角
の
一
端
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
可
能
性
を
外

在
的
に
も
検
討
し
た
。
こ
の
試
み
に
対
し
て
最
後
に
竹
沢
尚
一
郞
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い

る
。
本
パ
ネ
ル
の
要
旨
は
、『
宗
教
研
究
』
九
一
巻
別
冊
「
第
七
六
回
学
術
大
会
紀
要
特
集
」

五
四
～
六
〇
頁
（
二
〇
一
八
年
三
月
に
日
本
宗
教
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
予

定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
没
後
一
〇
〇
年
を
冠
し
た
催
し
と
し
て
目
に
付
い
た
も
の
に
、

日
仏
社
会
学
会
他
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
社
会
の
境
界
と
社
会
学
の
境
界
―
―
社
会
学
の

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
再
生
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」、
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
は
ボ
ル
ド
ー
大
学
エ
ミ
ー

ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
・
セ
ン
タ
ー
主
催
のLa�postérité�de�l ’œ

vre�de�Ém
ile�D

urkheim
�

（（（（（-（（（（

）cent�ans�après

、
ル
ー
ア
ン
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
大
学
の
人
文
社
会
科
学
教
育
研

究
単
位
主
催
のD

urkheim
�et�l ’éducation�;�cent�ans�après,�l ’étonnante�actualité�d ’une�

pensée

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
論
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
も
の

は
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
他
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（
（
）�

も
と
よ
り
こ
の
よ
う
に
素
朴
な
宗
教
本
質
論
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
宗
教
概
念
批
判
の

流
れ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
な
限
界
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
こ
こ
で
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
意
図
に
即
し
た
形
で

論
を
進
め
て
い
く
。

（
（
）�

近
代
哲
学
に
お
け
る
「
自
然
的
宗
教
」
論
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
楠
正
弘
『
理
性
と

信
仰
―
―
自
然
的
宗
教
』（
未
来
社
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
（
）�

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
継
承
に
関
し
て
は
、『
構
造
人
類
学
』
の

劈
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
以
下
の
献
辞
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。「
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
生

誕
一
〇
〇
周
年
の
一
九
五
八
年
に
公
刊
さ
れ
る
こ
の
書
物
を
、
ひ
と
り
の
移
り
気
な
弟
子
が

『
社
会
学
年
報
』
―
―
現
代
の
民
族
学
が
そ
の
武
器
の
一
部
を
受
け
取
っ
た
名
高
い
工
房
―
―

の
創
始
者
の
想
い
出
に
献
げ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
わ
れ
わ
れ
が
彼
に
つ
い
て

口
を
つ
ぐ
み
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
き
た
の
は
、
忘
恩
の
ゆ
え
で
は
な
く
、
そ
の
企
て
が

今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
力
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
悲
し
く
も
納
得
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
な
の

で
あ
る
」（Claud�Lévi-Strauss,�A

nthropologie structurale,�Plon,�（（（（,�p.（.

／
荒
川

幾
男
ほ
か
訳
『
構
造
人
類
学
』［
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
］、
ｉ
頁
）。『
今
日
の
ト
ー
テ

ミ
ス
ム
』
や
『
野
生
の
思
考
』
等
で
の
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
対
す
る
か
な
り
辛
口
な
評
価
か

ら
見
て
も
、
こ
の
し
た
た
か
で
老
獪
な
人
類
学
者
の
献
辞
を
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
た
だ
『
構
造
人
類
学
２
』（C.�Lévi-Strauss,�A

nthropologie 
structurale deux,�Plon,�（（（（

）
に
収
録
さ
れ
た
「
民
族
学
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
負
う
も
の

（Ce�que�l ’ethnologie�doit�à�D
urkhiem

）」（A
nnales de l ’U

niversité de Paris,�no.（,�
（（（0

）
と
名
付
け
ら
れ
た
小
文
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
少
な
く
と
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
か
ら
普

遍
主
義
的
志
向
を
継
承
し
た
と
い
う
自
覚
は
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
（0
）�
こ
こ
で
は
『
基
本
形
態
』
以
後
の
論
考
「
宗
教
の
問
題
と
人
間
本
性
の
二
元
性
」（
一
九
一
三

年
）
か
ら
引
証
し
て
お
こ
う
。「
宗
教
を
引
き
起
こ
す
集
合
的
状
態
、
そ
れ
は
諸
個
人
意
識
の

合
一
（com

m
union�des�consciences

）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
意
識
を
一
時
的
に
吸
収
す
る

合
成
意
識
の
な
か
へ
の
融
合
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
合
一
は
、
断
続
的
に
し
か
作
用
し



「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

一
二

な
い
し
、
ま
た
作
用
し
え
な
い
。
…
…
そ
れ
に
人
び
と
の
意
識
の
合
一
が
す
べ
て
宗
教
的
な

る
も
の
を
生
み
出
す
の
で
は
な
い
。
…
…
そ
れ
は
一
定
程
度
の
統
一
性
と
親
密
性
と
を
も
た

ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
合
一
が
発
散
さ
せ
る
諸
力
は
、
個
人
を
彼
自
身
の
外
に
引
き
出
し
、
高

級
な
生
活
へ
と
高
揚
さ
せ
る
に
十
分
な
ほ
ど
激
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
う
し
て

か
き
立
て
ら
れ
た
諸
感
情
は
、
そ
れ
ら
を
象
徴
す
る
具
体
的
な
一
つ
な
い
し
は
複
数
の
客
体

に
定
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（É.�D

urkheim
,�“

Le�problèm
e�religieux�et�la�dualité�

de�la�nature�hum
aine”,�Bulletin de la Société française de philosophie�（（,�（（（（�/�

T
（:（0f.

／
小
関
藤
一
郎
編
・
訳
『
増
補
新
版
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
論
集
』
行
路
社
、

一
九
九
八
年
、
二
二
六
頁
）。

（
（（
）�「
活
力
発
生
的
」
の
語
は
『
基
本
形
態
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
一
九
一
三
年
以
降
公
に
さ

れ
る
、
筆
者
自
身
に
よ
る
本
書
の
解
説
と
も
称
す
べ
き
一
連
の
論
考
に
お
い
て
、
宗
教
の
本

質
を
表
わ
す
語
と
し
て
頻
出
す
る
。
こ
こ
で
は
モ
ー
ス
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る『
基
本
形
態
』

の
書
評
か
ら
引
い
て
お
く
。「
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
宗
教
は
、
な
に
よ

り
も
ま
ず
、
諸
行
為
の
一
体
系
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
は
、
集

合
体
と
諸
個
人
の
精
神
を
定
期
的
に
作
り
出
し
、
ま
た
作
り
直
す
（refaire

）
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
宗
教
は
果
た
す
べ
き
思
弁
的
役
割
を
も
つ
の
で
は
な
く
、そ
の
主
要
な
機
能
は
、

活
力
発
生
的
な
（dynam

ogénique

）
も
の
な
の
で
あ
る
」（M

.�M
auss�et�É.�D

urkheim
,�

“
Frazer,�T

otem
ism

 and E
xogam

y�;�É.�D
urkheim

,�Les form
es élém

entaires de la 
vie religieuse”,�A

S�（（,�（（（（�/�JS:（0（

）。

（
（（
）�

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
に
よ
る
用
例
は
、
遺
稿
「
道
徳
論
へ
の
序
論
」
に
付
さ
れ
た
メ
モ
に
見

ら
れ
る
（É.�D

urkheim
,�“

Introduction�à�la�m
orale”,�R

evue philosophique�（（,�（（（0�
/�T

（:（（（

）。

（
（（
）�

こ
の
よ
う
な
転
換
は
、『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
第
二
版
の
序
文
（
一
九
〇
一
年
）
や
『
社

会
分
業
論
』
第
二
版
の
序
文
（
一
九
〇
二
年
）
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
明
確
に
提
示
さ
れ
る
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
観
の
転
換
は
た
と
え
ば
、『
自
殺
論
』
に
お
け
る
ア
ノ
ミ
ー

（anom
ie

）
概
念
か
ら
、『
基
本
形
態
』
に
お
け
る
「
集
合
的
沸
騰
」
概
念
へ
の
移
り
行
き
に

象
徴
的
に
現
わ
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
前
者
は
、
人
間

の
無
規
制
状
態
を
、
個
人
的
欲
望
の
無
限
肥
大
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
社
会
秩
序
を
破
壊
す

る
要
因
と
し
て
悲
観
的
に
と
ら
え
た
う
え
で
、
社
会
に
よ
る
適
度
の
規
制
を
要
請
す
る
も
の

だ
っ
た
が
、
後
者
は
逆
に
、
規
制
か
ら
解
き
放
た
れ
て
高
揚
し
た
集
合
的
な
心
理
状
態
、
い

わ
ば
超
ア
ノ
ミ
ー
状
態
―
―
も
と
よ
り
否
定
的
な
手
垢
に
ま
み
れ
た
ア
ノ
ミ
ー
の
語
は
『
基

本
形
態
』
の
な
か
で
は
一
切
用
い
ら
れ
な
い
が
―
―
の
な
か
か
ら
、
社
会
の
中
核
を
な
す
集

合
的
理
想
が
生
成
す
る
と
い
う
議
論
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
（（
）�『
基
本
形
態
』
に
お
け
る
直
接
の
批
判
の
対
象
はLucien�Lévy-Bruhl,�Les fonctions 

m
entales dans les sociétés inférieures,�F.�A

lcan,�（（（0

／
山
田
吉
彦
訳
『
未
開
社
会
の

思
惟
』
上
下
（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
）
で
あ
っ
た
。

（
（（
）�

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、｢

宗
教
の
問
題
と
人
間
本
性
の
二
元
性｣

か
ら
引
い
て
お
こ
う
。「
ほ

と
ん
ど
古
典
的
と
な
っ
た
偏
見
と
は
逆
に
、
科
学
は
哲
学
的
反
省
に
対
し
て
さ
ほ
ど
豊
か
な

素
材
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
哲
学
の
中
心
は
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
科
学
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
人
間
は
、
不
完
全
で
断
片
的
な
人
間

で
あ
り
、
た
だ
思
考
の
み
に
、
さ
ら
に
は
思
考
の
優
越
し
た
諸
機
能
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
宗
教
は
完
全
な
人
間
の
作
品
で
あ
る
。
思
考
と
行
為
の
あ
り
う
る
す
べ
て
の

形
態
が
、
そ
こ
で
は
現
に
作
用
し
、
姿
を
現
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
人
間
本
性
の
複
雑
さ

を
こ
れ
以
上
よ
く
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
地
点
は
な
い
の
で
あ
る
」（T

（:（（

／
小
関
藤
一
郎

編
・
訳
『
増
補
新
版
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
論
集
』、
二
二
〇
頁
以
下
）。

（
（（
）�

こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
前
掲
拙
著
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
』
第
一
章
と
第
二
章

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
本
節
の
記
述
に
は
一
部
、
前
掲
拙
稿
「
訳
者
解
説
」
一
か
ら
の
援

用
が
あ
る
。

（
（（
）�「
宗
教
は
本
質
的
に
社
会
的
な
事
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
的
な
目
的
の
み
を
追
求
す
る
ど

こ
ろ
か
、
絶
え
間
な
く
個
人
を
拘
束
す
る
。
そ
れ
は
、
日
々
の
う
っ
と
う
し
い
勤
め
や
多
少

と
も
つ
ら
い
犠
牲
を
彼
に
強
い
る
。
…
…
彼
は
命
じ
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
窮
乏
を
み
ず

か
ら
に
課
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
も
し
も
神
々
が
命
ず
る
な
ら
ば
、
生
命
さ
え
を
も
放
棄
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。宗
教
生
活
は
ま
っ
た
く
献
身
と
無
私
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（D

T
:（（f.

／
一
六
四
頁
）。「
原
始
社
会
」
で
は
「
こ
う
し
て
万
人
が
、
異
議
を
唱
え
る
こ
と
な
く
同
じ

宗
教
を
承
認
し
、
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
宗
派
や
分
派
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
容
認
さ

れ
も
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
と
き
に
は
、
宗
教
は
す
べ
て
を
包
含
し
、
す
べ

て
に
広
が
っ
て
い
た
。
…
…
そ
れ
は
私
生
活
の
細
部
さ
え
を
も
規
制
す
る
」（D

T
:（0（

／

二
三
二
頁
）。｢

宗
教
は
人
間
や
事
物
の
本
性
に
つ
い
て
、
世
界
の
起
源
に
つ
い
て
、
な
に
が

し
か
の
意
見
を
強
要
す
る
。
そ
れ
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
、
法
的
、
道
徳
的
、
経
済
的
諸
関
係
を
も

規
制
す
る
」（D

T
:（（（

／
二
八
二
頁
）。

（
（（
）�「
宗
教
的
性
格
を
刻
印
さ
れ
た
、
し
た
が
っ
て
自
由
検
討
か
ら
免
れ
た
思
考
様
式
と
行
為
様

式
が
多
く
存
在
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
神
（D

ieu

）
の
観
念
は
生
活
の
隅
々
に
行
き

渡
り
、
諸
個
人
の
意
志
を
、
唯
一
の
同
じ
目
標
へ
と
向
か
わ
せ
る
。
逆
に
宗
派
集
団
が
個
々

人
の
判
断
に
よ
り
多
く
を
ゆ
だ
ね
れ
ば
ゆ
だ
ね
る
ほ
ど
、
彼
ら
の
生
活
に
は
そ
の
集
団
は
不

在
と
な
り
、
そ
の
凝
集
も
活
力
も
小
さ
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
以
下
の

結
論
に
達
す
る
。
す
な
わ
ち
自
殺
の
観
点
か
ら
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
優
位
性
［
＝

自
殺
率
が
高
い
と
い
う
事
実
］
は
、
そ
れ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
よ
り
も
強
力
に
は
統
合
さ
れ

（intégré

）
て
い
な
い
教
会
だ
か
ら
で
あ
る
」（SU

:（（（

／
一
八
二
頁
以
下
）。「
宗
教
は
一
つ

の
社
会
で
あ
る
…
…
こ
の
社
会
を
構
成
し
て
い
る
も
の
は
、信
徒
全
員
に
共
通
で
、伝
統
的
な
、

し
た
が
っ
て
義
務
的
な
、
一
定
数
の
信
念
と
実
践
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
合
的
状
態

が
ま
す
ま
す
数
を
増
し
、
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
宗
教
的
共
同
体
も
ま
す
ま
す
強
力
に
統

合
さ
れ
（intégré
）、
ま
す
ま
す
［
自
殺
に
対
す
る
］
予
防
的
効
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
教



人
間
科
学
部
紀
要
　
第
一
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

一
三

義
と
儀
礼
の
詳
細
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
質
的
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
、
十
分
な
強

度
を
も
つ
集
合
生
活
を
は
ぐ
く
む
本
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」（SU

:（（（
／
一
九
七
頁
）。

（
（（
）�
一
般
に
は
、「
人
格
崇
拝（culte�de�la�personne

）」の
表
現
が
流
通
し
て
い
る
が
、『
自
殺
論
』

や
「
個
人
主
義
と
知
識
人
」
で
は
こ
の
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
こ
の
表
現
を
用
い
る
の
は『
社
会
分
業
論
』の
な
か
の
一
箇
所
の
み（D

T
:（（（

／
六
四
二
頁
）
で
あ
る
。

　
　
　

ち
な
み
に
訳
者
の
田
原
音
和
は
、
当
該
箇
所
のce�culte�de�la�personne,�de�la�dignité�

individuel

の
文
言
に
「
人
格
と
個
人
の
尊
厳
へ
の
畏
敬
」
の
訳
語
を
充
て
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
箇
所
のculte�de�la�personne

と
、『
自
殺
論
』
や
「
個
人
主
義
と
知
識
人
」
に
見
ら

れ
る
「
人
間
性
の
宗
教
」
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
に
よ
る
評
価
と
い
う
点
で
大
き
な
相

違
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
詳
し
く
は
前
掲
拙
著
八
二
頁
以
下
、
八
七
頁
以
下
を
参
照

の
こ
と
。

（
（0
）�「
こ
の
人
間
の
崇
拝
は
理
性
の
自
律
を
第
一
の
教
義
と
し
、
自
由
検
討
を
第
一
の
儀
礼
と
し

て
い
る
」（É.�D

urkheim
,�“

L ’individualism
e�et�l ’intellectuel”,�R

evue�bleu�（série�（0�-
（（,�（（（（�/�SSA

:（（（

／
二
一
二
頁
）。「
ま
さ
に
唯
一
可
能
な
宗
教
が
、
こ
の
人
間
性
の
宗
教

―
―
個
人
主
義
的
道
徳
は
そ
の
合
理
的
表
現
で
あ
る
―
―
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
さ
せ

る
よ
う
に
、
す
べ
て
が
働
い
て
い
る
」（ibid.�/�SSA

:（（（
／
二
一
四
頁
）。

（
（（
）�「
実
際
、
こ
れ
ら
の
道
徳
的
実
践
［
＝
利
他
主
義
的
自
殺
］
が
、
汎
神
論
的
諸
信
念
と
共
存

し
て
い
る
こ
と
が
、
長
い
間
に
わ
た
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
な
る
ほ
ど
ジ
ャ
イ
ナ
教
は
、

仏
教
と
同
様
、
無
神
論
で
あ
る
。
し
か
し
汎
神
論
は
必
ら
ず
し
も
有
神
論
で
は
な
い
。
汎
神

論
を
本
質
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
個
人
の
な
か
に
存
在
す
る
現
実
的
な
も
の
は
彼
の

本
性
と
は
無
縁
で
あ
り
、
彼
を
生
気
づ
け
る
霊
魂
は
彼
の
霊
魂
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
彼

に
は
人
格
的
な
存
在
が
な
い
と
い
う
、
こ
の
観
念
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
教
義
は
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
教
説
の
基
底
に
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
な
か
に
す
で
に
見
出
さ
れ

る
。
逆
に
人
間
の
原
理
［
＝
霊
魂
］
が
、［
各
々
の
］
人
間
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な

い
が
、
し
か
し
こ
の
原
理
自
体
が
個
人
的
な
形
態
の
も
と
で
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
マ
（

マ

マ

）

ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
よ
う
な
一
神
教
の
諸
民
族
、

な
い
し
は
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
ー
マ
人
の
よ
う
な
多
神
教
の
諸
民
族
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
形
態

の
自
殺
は
例
外
的
で
あ
る
」（SU

:（（（f.

／
二
七
二
頁
）。

（
（（
）�「
カ
ト
リ
シ
ス
ム
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
と
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
唯
一
の
本
質
的

な
相
違
は
、
後
者
が
前
者
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
割
合
で
自
由
検
討
を
承
認
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
も
す
で
に
、
そ
れ
が
理
想
主
義
的
な
宗
教

で
あ
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
多
神
教
や
、
ユ
ダ
ヤ

の
一
神
教
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
余
地
を
、
思
考
と
反
省
に
与
え
て
い
る
」（SU

:（（（

／

一
七
九
頁
）。

（
（（
）�

し
か
も
こ
の
よ
う
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
進
化
論
の
背
景
に
は
、「
宗
教
的
汎
神
論
は
、

社
会
の
汎
神
論
的
組
織
の
一
つ
の
帰
結
、
そ
の
一
つ
の
反
映
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
」

（SU
:（（（

／
二
七
三
頁
）
と
い
う
表
現
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
構
造
が
集

合
意
識
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
と
い
う
あ
る
種
の
決
定
論
的
観
点
―
―
人
口
圧
力
が
機
械
的

連
帯
か
ら
有
機
的
連
帯
へ
の
歴
史
的
移
行
を
必
然
的
に
決
定
す
る
と
み
な
す
『
社
会
分
業
論
』

の｢

機
械
論
的
社
会
観
」（D

T
:（（（

／
五
五
二
頁
）
よ
り
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
―
―
が
伏
在
し
て
い
た
。

（
（（
）�É

.�D
urkheim

,�“
La�religion;�les�origines”

（C
ours�d ’É

m
ile�D

urkheim
�à�la�

Sorbonne.�Résum
é�établi�par�Paul�Fontana�d ’un�cours�professé�à�la�Sorbonne�

dans�l ’année�scolaire�（（0（�-（（0（

）,�R
evue�de philosophie�（,�（（0（�/�T

（:（（（

／
小
関
編
・

訳
『
増
補
新
版
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
論
集
』、
一
五
五
頁
以
下
。

（
（（
）�

ち
な
み
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
す
で
に
、
一
九
〇
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
冬
期
に
開
か

れ
た
講
演
―
―
お
そ
ら
く
高
等
研
究
院
（École�pratique�des�hautes�études

）
に
お
け
る

一
連
の
公
開
講
演
の
な
か
の
一
つ
で
あ
ろ
う
―
―
に
お
い
て
、
類
似
の
内
容
を
語
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
聴
講
し
た
哲
学
者
ア
ン
ド
レ
・
ラ
ラ
ン
ド
に
よ
る
英
文
の
要
旨
し
か

残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
さ
さ
か
正
確
さ
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は｢

神0

が
社
会
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

（G
od is Society

）｣（A
ndré�Lalande,�“

Philosophy�in�France�

（（（0（

）”,�
Philosophical R

eview
�（（,�（（0（,�p.（（（

）と
い
っ
た
言
明
や
、｢

友
好
的
か
つ
恐
ろ
し
い
力（a�

friendly�and�terrible�force

）｣

（ibid.

）
と
し
て
の
神
、
集
合
的
感
情
を
回
復
さ
せ
る
儀
礼

の
重
要
性
、
さ
ら
に
は
供
犠
を
典
型
と
す
る
神
と
信
徒
と
の
弁
証
法
的
な
関
係
性
等
に
つ
い

て
、
萌
芽
的
な
着
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
（（
）�

本
書
で
は
、
社
会
学
の
方
法
と
し
て
「
共
変
法
（m

éthode�des�variations�concom
i-

tantes

）」―
―
社
会
的
変
数
の
比
較
に
よ
る
因
果
関
係
の
確
定
―
―
が
提
唱
さ
れ
る
。
そ
の
具

体
的
な
適
用
の
二
系
列
と
し
て
、
社
会
全
体
に
広
が
り
な
が
ら
そ
の
な
か
に
変
数
を
含
む
社

会
現
象
―
―
た
と
え
ば
自
殺
―
―
と
、
社
会
全
体
に
お
い
て
は
均
等
で
あ
っ
て
歴
史
的
に
し

か
変
数
を
示
さ
な
い
社
会
現
象
―
―
た
と
え
ば
「
制
度
、
法
的
な
い
し
道
徳
的
規
則
、
組
織

化
さ
れ
た
習
慣
」（R

M
:（（（

／
二
五
五
頁
）
―
―
が
区
別
さ
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
あ
る
特
定
の
［
社
会
］
種
に
属
す
る
一
つ
の
社
会
制

度
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
種
に
属
す
る
諸
民
族
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
先
行
す
る

す
べ
て
の
種
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
が
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
家
族
の
組
織
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
か
つ
て
存
在
し
た

最
も
未
発
達
な
（rudim

entaire

）
類
型
が
構
成
さ
れ
、
次
い
で
そ
れ
が
徐
々
に
複
雑
に
な
っ

て
い
く
あ
り
さ
ま
を
一
歩
一
歩
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
発
生
論
的
（génétique

）

と
呼
ん
で
よ
い
こ
の
方
法
は
、
当
の
現
象
の
分
析
と
総
合
を
一
挙
に
行
な
う
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
も
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
現
象
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
互
い
に
相
次
い
で
付
加
さ

れ
て
い
く
の
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で
提
示
し
て



「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

一
四

く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
同
時
に
［
他
方
で
］、
広
範
な
分
野
の
比
較
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
の
要
素

の
形
成
と
結
合
が
依
存
し
て
い
る
諸
条
件
を
、
き
わ
め
て
適
切
に
決
定
で
き
る
状
態
に
あ
る

だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」（R

M
:（（（

／
二
五
八
頁
）。

（
（（
）�「
こ
れ
ら
の
ア
ナ
リ
ー
ズ
［
＝『
社
会
学
年
報
』
掲
載
の
文
献
解
題
］
の
冒
頭
に
は
、
今
年
も

昨
年
と
同
様
、
宗
教
社
会
学
（sociologie�religieuse

）
に
関
わ
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
種
の
現
象
に
与
え
た
一
種
の
優
位
性
に
驚
か
れ
る

向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
、
他
の
す
べ
て
の
現
象
―
―
あ

る
い
は
少
な
く
と
も
他
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
現
象
―
―
が
由
来
す
る
胚
珠
（germ

e

）
だ

か
ら
で
あ
る
。
宗
教
は
当
初
か
ら
、
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
、
混
乱
し
た
状
態
で
は
あ
っ
た
が
、

す
べ
て
の
要
素
を
含
ん
で
い
た
。
そ
れ
ら
の
要
素
は
相
互
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
で
分
離
し

あ
い
、
決
定
し
あ
い
、
結
合
し
あ
い
な
が
ら
、
集
合
生
活
の
多
様
な
発
現
を
生
み
出
し
た
の

で
あ
る
。
科
学
と
詩
が
生
じ
た
の
は
、
神
話
と
伝
説
か
ら
で
あ
る
。
造
形
美
術
が
生
ま
れ
た

の
は
、
宗
教
的
装
飾
と
宗
教
の
儀
式
か
ら
で
あ
る
。
法
と
道
徳
は
儀
礼
的
実
践
か
ら
生
じ
た
。

世
界
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
表
象
、
霊
魂
、
不
死
性
、
生
命
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
哲
学

的
概
念
は
、
そ
の
最
初
の
形
態
と
な
っ
た
宗
教
的
信
念
を
知
る
こ
と
な
し
に
は
理
解
で
き
な

い
。
親
族
関
係
は
、
本
質
的
に
宗
教
的
な
絆
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
刑
罰
、
契
約
、

贈
与
、
臣
従
礼
は
、
贖
罪
の
供
犠
、
契
約
の
供
犠
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
供
犠
、
顕
彰
の
供
犠

等
の
変
形
（transform

ations

）
で
あ
る
…
…
数
多
く
の
問
題
が
、
宗
教
社
会
学
と
の
関
係

が
認
識
さ
れ
た
日
か
ら
、
そ
の
様
相
を
一
変
す
る
」（É.�D

urkheim
,�“

Préface”,�A
S（:IV

f.�
/�JS:（（（

）。

（
（（
）�「
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
よ
う
に
宗
教
社
会
学
に
付
与
し
た
重
要
性
は
、
宗
教
が
現

在
の
社
会
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
と
同
様
の
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

含
意
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、
こ
れ
と
逆
の
結
論
の
方
が
よ
り
根
拠

が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
宗
教
が
原
始
的
事
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
ま
す
ま
す
、
み

ず
か
ら
が
生
み
出
し
て
き
た
新
し
い
社
会
的
諸
形
態
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
形
態
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
宗
教
的
起
源
に
結
び
つ
け
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
新
し
い
形
態
を
本
来
の
意
味
に
お
け
る
宗
教
的
諸
事
実

と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
」（A

S（:V
,n.（�/�JS:（（（,n.（

）。

（
（（
）��É.�D

urkheim
,�“

Lettres�au�directeur�de�la�R
evue néo�scolastique”, R

evue néo-
scolastique�（（,�（（0（�/�T

（:（0（.

（
（0
）�

こ
の
講
義
は
、
当
時
ボ
ル
ド
ー
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
モ
ー
ス
の
た
め
に
開
講
さ
れ
た
も

の
だ
っ
た
と
い
う
、
モ
ー
ス
自
身
の
証
言
が
あ
る
（M

.�M
auss,�“

L ’œ
uvre�de�M

auss�par�
lui-m

êm
e”,�R

evue française de sociologie�（0-（,�（（（（,�p.（（（

）。
ち
な
み
に
、
こ
の
講

義
の
一
部
は
手
直
し
さ
れ
て
、
論
文
「
宗
教
現
象
の
定
義
」
と
し
て
、
一
八
九
九
年
の
『
社

会
学
年
報
』
第
二
巻
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
証
言
が
あ
る

（
一
八
九
八
年
一
月
初
旬
の
モ
ー
ス
宛
書
簡
（É.�D

urkheim
,�Lettres à M

arcel M
auss,�

PU
F,�（（（（,�p.（00

））。

（
（（
）�W

.�Robertson�Sm
ith,�Lectures on the R

eligion of the Sem
ites,�A

dam
�&

�Charles�
Black,�（（（（�

（（nd�edition,�（（（（

）�／
永
橋
卓
介
訳
『
セ
ム
族
の
宗
教
』
前
後
編
（
岩
波
文
庫
、

一
九
四
一
・
一
九
四
三
年
）。

（
（（
）�

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
著
一
五
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）�

こ
の
間
の
事
情
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と

機
能
に
つ
い
て
の
試
論
」
の
生
成
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）�

こ
の
点
は
、
た
と
え
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
書
簡
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。「
供
犠
に
関
す
る

あ
な
た
た
ち
の
共
同
作
業
の
企
て
…
…
私
は
、
あ
な
た
た
ち
に
語
っ
た
こ
の
考
え
、
す
な
わ

ち
宗
教
的
事
実
が
諸
他
の
も
の
の
源
泉
で
あ
り
、
前
者
が
後
者
を
内
包
し
た
状
態
で
含
ん
で

い
る
と
い
う
こ
の
考
え
を
、
来
年
、『
社
会
学
年
報
』
に
お
い
て
強
調
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

…
…
も
し
も
あ
な
た
た
ち
が
、
供
犠
に
関
し
て
企
て
ら
れ
た
研
究
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、
私
は
同
時
に
、
宗
教
の
定
義

0

0

0

0

0

、
外
的
な
定
義
に
関
す
る
論
文
を
載
せ
る
だ
ろ
う
」

（
一
八
九
七
年
一
二
月
一
〇
日
付
ユ
ベ
ー
ル
宛
書
簡
（“Lettres�de�Ém

ile�D
urkheim

�à�
H

enri�H
ubert”,�présentées�par�Philippe�Besnard,�R

evue française de sociologie�
（（-（,�（（（（,�p.�（（（

））。
こ
れ
は
、『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
に
、
発
生
論
的
方
法
に
基
づ
い

て｢

供
犠
論｣

と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の｢

宗
教
現
象
の
定
義｣

を
掲
載
し
よ
う
と
い
う
提
案
で

あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
「
私
は
こ
こ
何
ヶ
月
も
供
犠
の
こ
の
問
題
を
か
な
り
熟
考
し
て
き
た
。

私
が
分
析
し
た
書
物
が
、
そ
の
機
会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
だ
。
読
み
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

私
は
そ
れ
が
、
習
俗
と
観
念
の
進
化
に
お
け
る
枢
要
な
役
割
を
果
た
し
た
根
本
的
な
概
念
で

あ
る
と
納
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
八
九
八
年
六
月
五
日
付
ユ
ベ
ー
ル
宛
書
簡
（ibid.,�

p.（（（

））。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が「
分
析
し
た
書
物
」の
な
か
に『
セ
ム
族
の
宗
教
に
関
す
る
講
義
』

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
（（
）�

一
八
九
八
年
六
月
一
五
日
付
モ
ー
ス
宛
書
簡
（É.�D

urkheim
,�Lettres à M

arcel M
auss,�

PU
F,�（（（（,�p.（（（

）。

（
（（
）�「
こ
の
よ
う
な
内
奥
へ
の
浸
透
と
分
離
、内
在
（im

m
anence

）
と
超
越
（transcendance

）

と
い
う
性
格
は
最
高
度
に
、
社
会
的
事
物
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
事
物
は
、
身
を

置
く
観
点
に
応
じ
て
、
同
時
に
個
人
の
内
に
も
そ
の
外
に
も
存
在
す
る
。
…
…
あ
ら
ゆ
る
供

犠
に
含
ま
れ
る
献
身
の
行
為
は
、
個
々
の
意
識
に
集
合
的
諸
力
の
存
在
を
た
び
た
び
想
起
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
の
力
の
観
念
的
な
存
在
を
維
持
す
る
。
こ
れ
ら
の
一

般
的
な
贖
罪
と
浄
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
、
集
団
の
神
聖
化
、
都
市
の
守
護
霊
の
創
造
は
、
そ

の
神
々
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
集
合
体
に
対
し
て
、
善
、
強
さ
、
厳
粛
、
恐
怖
と
い
っ
た
特

質
（ce�caractère�bon,�fort,�grave,�terrible

）
を
定
期
的
に
与
え
、
あ
る
い
は
更
新
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
特
質
こ
そ
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
人
格
の
本
質
的
諸
特
性
の
一
つ
な

の
で
あ
る
。
―
―
他
方
で
諸
個
人
は
、
こ
の
同
じ
行
為
に
、
彼
ら
の
利
点
を
見
出
す
。
…
…

こ
う
し
て
供
犠
の
社
会
的
機
能
は
、
集
合
体
に
対
す
る
の
と
同
様
、
諸
個
人
に
対
し
て
も
果



人
間
科
学
部
紀
要
　
第
一
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

一
五

た
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（H

.�H
ubert�et�M

.�M
auss,�“

Essai�sur�la�nature�et�la�fonction�
du�sacrifice”,�A

S（:（（（f.�/�Œ
（:（0（f.�/�M

H
R

:（（（f.

／
小
関
藤
一
郎
訳
『
供
犠
』
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
八
三
年
、
一
〇
九
頁
以
下
）。

（
（（
）�
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
前
掲
拙
稿
「
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に

関
す
る
試
論
」
の
生
成
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）�

た
と
え
ば
、
一
八
九
九
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
モ
ー
ス
宛

の
書
簡
の
な
か
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
お
前
が
指
摘
し
た
序
文

の
な
か
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
実
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
実
と
諸
他
の
宗
教
的
事
実
と
の
関
係
を
大
略
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
も
の
が
、
変
形
（transform

ations

）
と
い
う
語
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
私
が

供
犠
の
語
を
用
い
る
の
は
、
そ
れ
が
一
般
人
に
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
宗
教
的
な
活
動
だ
か
ら

で
あ
る
」（D

urkheim
,�op.cit.,�p.（0（

）。
こ
れ
は
、『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
の
発
刊
直
後
、

註
（
（（
）
で
引
用
し
た
そ
の
序
文
の
二
番
目
の
傍
線
部
に
対
す
る
モ
ー
ス
の
質
問
に
答
え
た

も
の
だ
が
、
す
で
に
供
犠
の
発
生
論
的
重
要
性
は
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）�

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、前
掲
拙
著
補
論
「
Ｒ
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
啓
示
」
を
め
ぐ
っ
て
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（0
）�

だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
研
究
者
に
は
か
な
り
辛
辣
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
、
ス
ミ
ス
に
対
し
て
は

最
大
級
の
賛
辞
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
ス
ミ
ス
の
学
説
は
…
…
依
然
と
し
て
天

才
的
な
見
解
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
宗
教
学
に
対
し
て
最
も
豊
か
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で

あ
っ
た
」（FR

:（（（

／
上
一
九
三
頁
）、「
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
仕
事
が
、
供
犠
に
つ

い
て
の
伝
統
的
な
学
説
に
ど
れ
ほ
ど
の
革
命
を
引
き
起
こ
し
た
か
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
」

（FR
:（（0

／
下
二
一
五
頁
）、「
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
が
宗
教
学
に
も
た
ら
し
た
偉
大
な

貢
献
の
一
つ
は
、聖
概
念
の
両
義
性
に
光
を
当
て
た
こ
と
で
あ
る
」（FR

:（（（
／
下
三
六
四
頁
）

等
々
。

（
（（
）�

こ
の
点
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
稿
「
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）�「
宗
教
と
は

0

0

0

0

、
聖
な
る
事
物

0

0

0

0

0

、
す
な
わ
ち
分
離
さ
れ
禁
止
さ
れ
た
事
物
に
関
わ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

信
念
と
実

0

0

0

0

践0

と
が
連
動
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

体
系

0

0

で
あ
り

0

0

0

、
そ
れ
ら
の
信
念
と
実
践
と
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
れ
に
従
う
す
べ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

の
人
び
と
を

0

0

0

0

0

、
教
会
と
呼
ば
れ
る
同
一
の
道
徳
的
共
同
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
結
び
つ
け
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」（FR
:（（

／

上
九
五
頁
）。

（
（（
）�

フ
ル
ニ
エ
に
よ
れ
ば
、「
呪
術
論
」
執
筆
の
最
終
段
階
で
筆
を
入
れ
た
の
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
だ

っ
た
と
さ
れ
る
（M

arcel�Fournier,�É
m

ile D
urkheim

 

（1858-1917

）,�Fayard,�（00（,�
pp.（（（f.

）。

（
（（
）��

「
社
会
的
環
境
の
一
部
に
お
い
て
呪
術
的
行
為
が
な
さ
れ
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
環
境
の
全
体
が
突
き
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
呪
術
的
な
協
同

（collaboration�m
agique

）
は
そ
の
う
え
、
固
定
性
や
回
避
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

集
団
全
体
が
運
動
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
積
極
的
呪
術
の
公
的
な
儀
礼
［
に

お
い
て
］
…
…
集
団
は
、
そ
の
全
員
一
致
の
運
動
に
よ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
立
て
ら
れ
た
唯

一
の
目
標
を
追
求
す
る
。
…
…
社
会
体
（corps�social

）
全
体
が
同
じ
運
動
で
生
気
付
け
ら

れ
る
。
も
は
や
個
人
は
存
在
し
な
い
。
彼
ら
は
言
っ
て
み
れ
ば
一
つ
の
機
械
の
部
品
で
あ
り
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
車
輪
の
輻や

な
の
で
あ
っ
て
、
ダ
ン
ス
し
歌
う
そ
の
呪
術
的
な
輪
舞
…
…
リ

ズ
ミ
カ
ル
で
画
一
的
か
つ
連
続
的
な
こ
の
運
動
は
、
各
人
の
意
識
が
、
唯
一
の
感
情
、
唯
一

の
幻
覚
性
の
観
念
、
共
通
の
目
標
の
観
念
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
る
心
的
状
態
の
直
接
的

な
表
現
で
あ
る
。
す
べ
て
の
身
体
が
同
じ
動
き
を
し
、
す
べ
て
の
顔
が
同
じ
仮
面
を
付
け
、

す
べ
て
の
声
が
同
じ
叫
び
と
な
る
。
そ
の
う
え
に
、
リ
ズ
ム
や
音
楽
や
歌
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
印
象
は
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
顔
に
そ
の
欲
望
の
心
象
を
読
み
取
り
、
す

べ
て
の
唇
に
そ
の
確
信
の
証
拠
を
聞
き
取
っ
て
、
各
人
は
、
な
ん
の
抵
抗
も
な
し
に
全
員
の

確
信
の
な
か
に
運
び
去
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
ダ
ン
ス
に
よ
る
興
奮
、
喧
噪
の
熱
狂
の
う

ち
に
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
、彼
ら
は
も
は
や
唯
一
の
身
体
、唯
一
の
霊
魂
を
形
作
る
の
み
で
あ
る
。

社
会
体
が
真
に
実
現
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
と
き
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

瞬
間
に
は
、
社
会
体
の
細
胞
で
あ
る
諸
個
人
は
、
個
人
の
有
機
体
の
細
胞
と
同
様
に
、
お
そ

ら
く
孤
立
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
条
件
（
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
で
は
、

最
高
度
に
興
奮
し
た
群
集
に
よ
っ
て
さ
え
も
は
や
実
現
さ
れ
な
い
が
、
他
の
社
会
で
は
依
然

と
し
て
認
め
ら
れ
る
）
に
お
い
て
は
、
万
人
の
合
意
が
現
実
を
創
造
し
う
る
の
で
あ
る
」（H

.�
H

ubert�et�M
.�M

auss,�“
Esquisse�d ’une�théorie�générale�de�la�m

agie”, A
S（:（（（f.�/�

SA
n:（（（f.

／
Ⅰ
、
一
九
八
頁
以
下
）。

（
（（
）��ibid.,�A

S（:（（�/�SA
n:（（

／
Ⅰ
、
一
〇
二
頁
。

（
（（
）�｢

呪
術
の
一
般
理
論
素
描｣

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
稿

「
社
会
学
年
報
学
派
の
呪
術
論
素
描
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）�「
集
合
生
活
は
そ
の
基
体
に
依
存
す
る
と
同
時
に
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
…
…
も
と
よ

り
集
合
生
活
は
、
そ
の
基
体
か
ら
発
出
す
る
―
―
さ
も
な
け
れ
ば
そ
れ
は
何
に
由
来
す
る
と

い
う
の
か
―
―
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
基
体
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
際
に
与
え
ら
れ
た
、
し

た
が
っ
て
根
本
的
な
形
態
は
、
そ
の
起
源
の
痕
跡
を
保
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
は
、
あ
ら
ゆ

る
社
会
意
識
の
第
一
の
素
材
が
、
社
会
的
諸
要
素
の
数
や
そ
れ
ら
の
要
素
が
集
合
し
配
分
さ

れ
て
い
る
様
式
な
ど
に
、
す
な
わ
ち
基
体
の
性
質
に
緊
密
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
の
理
由
で

あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
表
象
の
最
初
の
土
台
が
こ
う
し
て
構
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の

表
象
は
、
…
…
固
有
の
生
活
を
営
む
部
分
的
に
自
律
し
た
実
在
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
呼
び
あ

い
、
反
発
し
あ
い
、
相
互
の
あ
い
だ
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
総
合
を
形
成
す
る
力
を
も
つ
。
こ

れ
ら
の
総
合
は
、
そ
れ
ら
の
表
象
の
自
然
の
親
和
力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
た
だ
中
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
表
象
が
進
化
し
て
き
た
環
境
の
状
態
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
総
合
の
所
産
で
あ
る
新
た
な
表
象
も
ま
た
、
同
じ

性
質
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
新
た
な
表
象
は
、
諸
他
の
集
合
表
象
を
近
接
因
と
す
る
の



「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
生
成
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
中
間
考
察

一
六

で
あ
っ
て
、
社
会
構
造
の
な
に
が
し
か
の
特
質
を
近
接
因
と
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
現
象

の
、
お
そ
ら
く
最
も
際
立
っ
た
例
は
、
宗
教
進
化
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
。
…
…
神
話
や
伝

承
の
こ
の
過
剰
な
増
殖
、
宗
教
的
思
考
が
構
築
す
る
こ
れ
ら
す
べ
て
の
神
統
記
的
、
宇
宙
論

的
な
ど
の
諸
体
系
は
、
社
会
形
態
学
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
諸
特
性
に
直
接
に
は
結
び
つ
け

ら
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
は
、
宗
教
の
社
会
的
性
格
を
し
ば
し
ば
誤
解
さ
せ
て
き
た
も

の
な
の
で
あ
る
」（É.�D

urkheim
,�“

Représentasions�individuelles�et�représentations�
collectives”,�R

evue de m
étaphysique et de m

orale�（,�（（（（�/�SP:（（ff.

／
六
七
頁
以

下
）。
こ
の
よ
う
な
集
合
表
象
の
相
対
的
自
律
性
の
観
点
は
、
註
（
（（
）
で
見
た
よ
う
な
、『
自

殺
論
』
に
お
け
る
決
定
論
的
傾
向
と
比
べ
て
み
る
と
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

（
（（
）�「
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
い
て
、
文
明
が
根
拠
を
置
い
て
い
る
偉
大
な
理
想
（grands�idéaux

）

が
構
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
種
の
沸
騰
（effervescence

）
の
期
間
に
お
い
て
で
あ
る
。
創

造
的
な
、
あ
る
い
は
革
新
的
な
時
期
は
ま
さ
し
く
、
こ
の
よ
う
な
沸
騰
の
期
間
で
あ
る
。
そ

こ
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
影
響
下
に
人
び
と
が
よ
り
直
接
的
に
関
係
し
合
う
よ

う
に
な
り
、
会
合
や
集
会
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
開
か
れ
、
関
係
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
観
念
の

交
換
が
活
発
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
大
き
な
危
機
も
、
一
二
、一
三
世
紀
に
学
究
た
ち
を
パ

リ
に
引
き
寄
せ
て
ス
コ
ラ
学
を
生
み
出
し
た
集
合
的
な
熱
狂
も
、
宗
教
改
革
も
ル
ネ
サ
ン
ス

も
、［
フ
ラ
ン
ス
］
革
命
の
時
代
も
、
一
九
世
紀
の
社
会
主
義
の
騒
擾
も
、
み
な
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
と
き
に
は
実
際
、
こ
の
、
よ
り
高
度
の
生
活
が
き
わ
め
て
強
烈
に
、
ま
た
排
他
的
に
経

験
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
人
び
と
の
意
識
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
分
を
占
め
、
そ
こ
か
ら

利
己
主
義
的
か
つ
凡
俗
な
関
心
を
多
少
と
も
完
全
に
追
い
払
う
。
理
想
は
こ
の
と
き
、
現
実

と
一
つ
に
な
る
傾
向
に
あ
る
」（É.�D

urkheim
,�“

Jugem
ents�de�valeur�et�jugem

ents�
de�réalité”,�R

evue de m
étaphysique et de m

orale�（（,�（（（（�/�SP:（（（
／
二
〇
六
頁
以

下
）。「
主
要
な
社
会
現
象
、
す
な
わ
ち
宗
教
、
道
徳
、
法
、
経
済
、
美
術
は
、
価
値
の
、
し

た
が
っ
て
理
想
の
体
系
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
社
会
学
は
、
た
だ
ち
に
理
想
の
な
か

に
身
を
置
く
の
で
あ
る
。
社
会
学
は
そ
の
探
求
の
果
て
に
、
徐
々
に
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
の

で
は
な
い
。社
会
学
は
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
。理
想
は
社
会
学
固
有
の
領
域
な
の
で
あ
る
」（ibid.�

/�SP:（（0f.

／
二
一
七
頁
以
下
）。

（
（（
）�

こ
の
よ
う
な
価
値
論
的
志
向
は
、
す
で
に
一
九
〇
四
年
の
「
呪
術
論
」
の
錯
綜
し
た
議
論
の

な
か
に
萌
芽
的
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
集
合
的
「
沸
騰
」
か
ら
新
た
な
価
値
が

生
成
す
る
と
い
う
議
論
は
、
一
九
〇
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
講
義
「
道

徳
論
―
―
法
と
習
俗
の
生
理
学　

第
一
部
：
社
会
の
道
徳
」
を
筆
記
し
た
と
推
定
さ
れ
る
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
ダ
ヴ
ィ
の
ノ
ー
ト
（T

（:（（

）
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
集
合
的
な
高
揚
状
態
を｢

沸
騰｣

と
呼
ぶ
最
初
期
の
例
と

し
て
は
、
一
九
〇
五
年
の
『
社
会
学
年
報
』
第
八
巻
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
の
な
か
に
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
の｢

創
造
的
な
期
間
を
特
徴
づ
け
る
沸
騰
、
集
合
的
な
熱
狂
（effervescence,�
l ’enthousiasm

e�collectif

）｣

と
い
う
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（É.�D

urkheim
,�

“
Pellisson�

（M
aurice

）,�‘
La�sécularisation�de�la�m

orale�au�X
V

III e�siècle’,�L
a 

R
évolution française,�nov.�（（0（”,�A

S（:（（（

）。

（
（0
）�

も
と
よ
り
、
こ
の
過
程
の
な
か
で
は
、
研
究
対
象
と
し
て
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
重
要
性
も
看

過
で
き
な
い
。
す
で
に
一
八
九
三
年
の
『
社
会
分
業
論
』
以
来
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
氏
族

を
基
底
と
す
る
環
節
社
会
に
密
接
に
関
わ
る
最
も
「
原
始
的
」
な
宗
教
と
し
て
ト
ー
テ
ミ
ス

ム
に
言
及
し
て
い
た
し
（cf.�D

T
:（（（

／
四
七
〇
頁
以
下
、SU

:（（（

／
三
九
三
頁
）、
イ
ン

セ
ス
ト
・
タ
ブ
ー
と
い
う
普
遍
的
な
現
象
を
「
原
始
社
会
」
の
外
婚
制
に
遡
っ
て
跡
付
け
る

一
八
九
八
年
の
「
近
親
婚
の
禁
止
と
そ
の
起
源
」
は
、
当
時
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
研
究
の
総
括

と
い
っ
た
様
相
さ
え
呈
し
て
い
た
。

　
　
　

し
か
し
な
ん
と
言
っ
て
も
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ギ
レ
ン
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
集
約
的
な
民
族
誌
『
中
央
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
部
族
』（B.�Spencer�and�F.�J.��

Gillen,�T
he N

ative T
ribes of Central A

ustralia,�M
acm

illan,�（（（（

）
と
『
中
央
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
部
部
族
』（B.�Spencer�and�F.�J.�Gillen,�T

he N
orthern T

ribes of 
Central A

ustralia,�M
acm

illan,�（（0（

）
の
登
場
が
、「
宗
教
学
者
」
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と

っ
て
は
決
定
的
に
作
用
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
供
犠
を
初
め
と
し
た

宗
教
の
本
質
的
要
素
の
普
遍
性
や
「
集
合
的
沸
騰
」
の
よ
う
な
、
彼
の
宗
教
学
思
想
の
中
核

に
位
置
す
る
概
念
に
具
体
的
な
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

��　
　

今
一
つ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
は
、
た
と
え
ば
註
（
（（
）
の
引
用
文
の
最
初
の
傍
線
部
に
も

あ
る
よ
う
に
、
儀
礼
を
、
法
や
道
徳
的
規
則
等
の
行
為
様
式
の
象
徴
形
態
と
し
て
と
ら
え
る

視
点
が
あ
っ
た
。
こ
の
側
面
で
は
、
と
く
に
一
九
〇
二
年
の
講
義
録
『
道
徳
教
育
論
』
や

一
九
〇
六
年
の
報
告
「
道
徳
的
事
実
の
決
定
」
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
宗

教
と
道
徳
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
観
点
の
変
化
か
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
観
の
変
遷
の

一
面
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
論
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
前
掲
拙
著
第
三
章
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
道
徳
論
と
宗
教
論
」
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
（（
）��T

.�Parsons,�T
he Structure of Social A

ction,�M
cGraw

�H
ill�Book,�（（（（

／
稲
上
毅
・

厚
東
洋
輔
訳
『
社
会
的
行
為
の
構
造　

３
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
論
』（
木
鐸
社
、
一
九
八
二
年
）。
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urkheim
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eview
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デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
理
解
の
変
遷
を
き
ち
ん
と
ふ
ま
え
、
そ
の
思
想
的
背
景
も
含
め
て

的
確
で
鋭
利
な
考
察
を
進
め
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
研
究
者
と
し
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ラ

ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
以
下
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た

い
。Robert�A

lun�Jones,�“
Robetson�Sm

ith,�D
urkheim

�and�Sacrifice�:�an�historical�
�

context�for�T
he E

lem
entary Form

s”,�Journal for the H
istory of the Behavioral 

Sciences,�（（,�（（（（�;�R
.�A

.�Jones,“
R

eligion�and�science�in�T
he E

lem
entary 

Form
s”,�in�N

.�J.�A
llen,�W

.�S.�F
.�Pickering�and�W

.�W
.�M

iller�

（eds.

）,�O
n 



人
間
科
学
部
紀
要
　
第
一
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

一
七

D
urkheim

’s E
lem

entary Form
s of R

eligious Life,�Routledge,�（（（（�;�R.�A
.�Jones,�

“
Practices�and�presuppositions�:�som

e�questions�about�D
rkheim

�and�Les form
es 

élém
entaires de la vie religieuse”,�in�J.�C.�A

lexander�and�P.�Sm
ith�

（eds.

）,�T
he 

Cam
bridge Com

panion to D
urkheim

,�Cam
bridge�U

niversity�Press,�（00（.

　
　
　

ま
た
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
テ
ク
ス
ト
の
書
誌
的
情
報
に
関
わ
る
着
実
な
作
業
と
し
て
は
、

É
tudes durkheim

iennes Bulletin d ’inform
ation�

（（（（（-（（

）
を
主
宰
し
、
書
簡
等
、
多

く
の
一
次
資
料
の
発
掘
に
も
尽
力
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ナ
ー
ル
の
業
績
を
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。Philippe�Besnard,�É

tudes durkheim
iennes,�Librairie�D

RO
Z,�（00（

と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
ほ
と
ん
ど
職
人
芸
と
言
っ
て
も
よ
い
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
ま
で
の
仕
事
ぶ

り
の
論
考
に
は
、
私
も
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

（
（（
）��Félix�Ravaisson-M

ollien,�La philosophie en France au X
IX

e siècle,�H
achette,�

（（（（

／
杉
山
直
樹
・
村
松
正
隆
訳
『
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
哲
学
』（
知
泉
書
館
、二
〇
一
七
年
）。�

（
（（
）��Ém

ile�Boutreau,�Science et religion dans la philosophie contem
poraine,�Ernest�

Flam
m

arion,�（（0（

／
赤
松
智
城
・
宇
野
円
空
訳
『
現
代
哲
学
に
於
け
る
科
学
と
宗
教
』（
博

文
館
、
一
九
一
九
年
）。
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